
要
旨
本
目
録
は
、
明
治
二
十
年
代
に
活
躍
し
た
詩
人
・
評
論
家
の
北
村
透
谷
（
一
八
六
八
～
一
八
九
四
）
の
参
考
文
献
目
録
で
、
「
単
行

本
」
「
雑
誌
特
集
号
」
「
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論
文
」
の
三
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
発
行
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

収
録
期
間
は
、
透
谷
最
初
の
著
書
（
『
楚
囚
之
詩
」
）
刊
行
の
明
治
二
十
二
年
か
ら
昭
和
十
九
年
ま
で
の
五
十
六
年
分
で
、
小
生
作
成
の
「
北

村
透
谷
参
考
文
献
目
録
ｌ
昭
和
二
十
一
年
～
昭
和
五
十
年
ｌ
」
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
第
恥
号
、
平
阻
・
３
）
と
「
北
村
透
谷
参
考
文

献
目
録
ｌ
昭
和
五
十
一
年
～
平
成
九
年
ｌ
」
（
桶
谷
秀
昭
ほ
か
編
「
透
谷
と
現
代
別
世
紀
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
翰
林
書
房
、
平
皿
・
５
）
の

〃
前
に
〃
続
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
期
間
を
対
象
と
し
た
透
谷
の
参
考
文
献
目
録
は
い
く
つ
か
作
成
さ
れ
て
い
る
が
（
付
記
参
照
）
、
本
目
録
で
は
、
こ
れ
ら
目
録
に
未
収

載
の
文
献
を
加
え
る
と
と
も
に
、
な
る
べ
く
現
物
を
確
認
し
、
正
確
を
期
す
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
先
行
目
録
が
省
略
し
て
き
た
巻
号
や
副
題

を
加
え
、
さ
ら
に
単
行
本
所
収
の
情
報
を
付
加
し
た
。
い
わ
ば
本
目
録
は
、
先
行
参
考
文
献
目
録
の
増
補
改
訂
版
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
三
者
を
合
わ
せ
る
と
、
明
治
二
十
二
年
か
ら
平
成
九
年
ま
で
の
百
九
年
分
の
目
録
（
発
行
年
月
順
）
と
な
る
。

北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録

ｌ
明
治
二
十
二
年
～
昭
和
十
九
年
Ｉ

鈴
木
一
正
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一
、
排
列
は
、
月
単
位
で
発
行
順
に
並
べ
た
。
同
月
内
は
、
著
者
名
の
五
十
音
順
と
し
、
雑
誌
等
で
同
時
に
複
数
の
論
文
掲
載
の

場
合
は
、
掲
載
順
と
し
た
。
た
だ
し
、
週
刊
紙
（
誌
）
、
日
刊
紙
は
、
同
月
内
の
後
に
月
日
順
に
並
べ
た
。

一
、
タ
イ
ト
ル
は
、
原
則
と
し
て
目
次
の
で
は
な
く
、
本
文
の
も
の
を
採
用
し
た
。
副
題
（
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
）
は
、
な
る
べ
く
採

用
す
る
よ
う
に
し
た
が
、
所
収
書
名
の
副
題
は
省
略
し
た
。
な
お
、
副
題
の
表
記
は
記
載
の
と
お
り
と
し
た
。

一
、
雑
誌
等
の
巻
号
は
、
な
る
べ
く
採
用
す
る
よ
う
努
め
た
。

一
、
単
行
本
は
「
」
、
雑
誌
等
は
「
」
で
示
し
、
叢
書
名
・
特
集
名
等
、
補
足
的
事
項
は
〈
〉
を
用
い
た
。
ま
た
無
署
名

の
場
合
は
、
著
者
名
欄
に
Ｉ
で
表
示
し
、
著
者
名
の
判
明
し
た
も
の
は
［
］
内
に
補
記
し
た
。
そ
の
他
、
必
要
に
応

一
、
本
目
録
は
、
小
生
作
成
の
「
北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録
ｌ
昭
和
二
十
一
年
～
昭
和
五
十
年
ｌ
」
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」

第
恥
号
、
平
岨
・
３
）
の
前
に
続
く
も
の
で
、
そ
の
続
き
に
は
、
「
北
村
透
谷
参
考
文
献
目
録
ｌ
昭
和
五
十
一
年
～
平
成
九
年

ｌ
」
（
桶
谷
秀
昭
ほ
か
編
『
透
谷
と
現
代
剛
世
紀
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
翰
林
書
房
、
平
Ⅲ
・
５
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ

以
降
の
分
は
、
「
時
空
」
に
連
載
中
で
あ
る
（
平
成
十
一
年
分
ま
で
）
。

一
、
本
目
録
の
構
成
は
、
「
１
単
行
本
」
「
２
雑
誌
特
集
号
」
「
３
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論
文
」
か
ら
成
る
。
「
２
」
の
内

容
細
目
は
「
３
」
で
掲
げ
た
。

一
、
収
録
期
間
は
、
副
題
が
示
す
と
お
り
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
年
）
か
ら
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
年
）
ま
で
の
五
十

六
年
分
で
あ
る
。

じ
て
注
記
し
た
。 凡

例
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【
明
治
期
一

〈
棚
〉
ｌ

〈
Ⅵ
〉
雲
峰
坐

雲
峰
生

２
雑
誌
特
集
号

北
村
透
谷
号
（
「
民
衆
」
第
５
号
、
大
７
．
５
．
賂
）
昭
鳴
・
９
に
明
治
文
献
、
昭
開
・
８
に
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
か
ら
復
刻
版

特
輯
北
村
透
谷
（
「
明
治
文
学
研
究
」
第
１
巻
第
４
号
、
昭
９
．
４
．
１
）

１
単
行
本

百
田
宗
治
「
鑑
賞
透
谷
詩
選
」
〈
詩
鑑
賞
叢
書
４
〉
（
金
星
堂
、
昭
４
．
２
．
垣

福
田
正
夫
「
透
谷
碑
と
小
田
原
』
（
小
田
原
透
谷
会
、
昭
５
．
５
）

阪
本
越
郎
「
北
村
透
谷
』
〈
教
養
文
庫
侭
〉
（
弘
文
堂
書
房
、
昭
賜
・
８
．
空

舟
橋
聖
一
「
北
村
透
谷
」
（
中
央
公
論
社
、
昭
Ⅳ
・
１
．
妬
）
昭
“
・
岨
に
日
本
ソ
ノ
書
房
版

一
、
連
載
・
分
載
の
場
合
は
、
一
括
で
記
入
し
、
著
者
名
の
上
に
＊
印
を
付
し
た
。

一
、
原
則
と
し
て
、
雑
誌
等
の
「
初
出
」
に
よ
っ
た
。
初
出
不
明
、
未
確
認
の
場
合
は
、
単
行
本
所
収
時
の
も
の
を
記
載
し
た
。

な
お
、
所
収
書
名
は
、
↓
「
』
で
示
し
た

３
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論
文

［
巌
本
善
治
］
『
楚
囚
之
詩
』
〈
書
評
〉
（
「
女
学
雑
誌
」
第
Ⅲ
号
、
明
朗
・
５
．
４
）

『
蓬
莱
曲
』
〈
書
評
〉
（
「
女
学
雑
誌
」
第
珊
号
、
明
別
・
６
．
Ｂ
）
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‐
「
蓬
莱
曲
」
〈
書
評
〉
（
「
読
売
新
聞
」
明
別
・
６
・
田
）

亀
鶴
子
「
蓬
莱
曲
」
〈
書
評
〉
（
「
日
本
評
論
」
第
塊
号
、
明
別
．
６
．
筋
）

別
天
楼
［
長
沢
別
夫
］
『
蓬
莱
曲
』
〈
書
評
〉
（
「
亜
細
亜
」
第
１
号
、
明
別
・
６
．
空

Ｉ
透
谷
上
人
〈
雑
録
〉
（
「
宗
教
」
第
１
号
、
明
別
．
Ⅱ
・
５
）

〈
Ⅵ
〉
‐
近
刊
雑
誌
〈
時
文
評
論
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
略
号
、
明
路
・
６
．
約
）
「
我
牢
獄
」
評

「
星
夜
」
の
主
人
公
と
な
り
し
男
［
桜
井
明
石
］
脱
蝉
子
に
与
へ
て
其
「
星
夜
」
を
評
す
（
「
女
学
雑
誌
」
第
伽
号
、
明
筋
．

７
．
肥
）
↓
星
野
慎
之
輔
編
「
透
谷
集
」
文
学
界
雑
誌
社
、
明
町
・
岨

「
星
夜
」
の
主
人
公
と
な
ら
ざ
り
し
男
［
桜
井
明
石
］
又
脱
蝉
子
へ
（
同
右
）
↓
星
野
慎
之
輔
編
『
透
谷
集
』
文
学
界
雑
誌
社
、

マ
マ

ー
近
松
浄
瑠
理
の
分
析
〈
時
文
評
論
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
朗
号
、
明
妬
・
８
．
釦
）
「
「
歌
念
仏
」
を
読
み
て
」
評

Ｉ
「
女
学
雑
誌
」
〈
文
界
彙
報
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
別
号
、
明
路
・
９
．
釦
）

ｌ
史
伝
、
人
物
評
〈
文
界
彙
報
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
恥
号
、
明
妬
・
岨
・
釦
）
「
心
機
妙
変
を
論
ず
」
評

口
小
説
界
〈
文
界
彙
報
〉
（
同
右
）
「
他
界
に
対
す
る
観
念
」
に
言
及

Ｉ
批
評
界
〈
文
界
彙
報
〉
（
同
右
）
「
処
女
の
純
潔
を
論
ず
」
「
他
界
に
対
す
る
観
念
」
評

柳
江
子
脱
蝉
子
の
評
語
に
就
て
（
「
国
会
」
第
仙
号
、
明
妬
・
Ⅱ
・
釦
）

〈
Ⅵ
〉
調
天
情
仙
［
野
口
寧
斎
］
透
谷
庵
主
宿
魂
鏡
〈
続
五
君
味
〉
（
「
城
南
評
論
」
第
Ⅱ
号
、
明
恥
・
１
．
別
）

初
陣
子
宿
魂
鏡
〈
国
民
之
友
新
年
附
録
評
判
〉
（
同
右
）

古
藤
庵
［
島
崎
藤
村
］
北
村
透
谷
に
寄
す
〈
六
子
に
寄
す
る
の
詩
〉
〈
詩
〉
（
「
文
学
界
」
第
１
号
、
明
恥
・
１
．
証
）
↓
「
藤

「
星
夜
」
の

明
師
．
Ⅲ
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〈
Ｗ
〉

口
新
刊
雑
誌
〈
文
界
現
象
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
侶
号
、
明
恥
・
９
．
筋
）
「
情
熱
」
評

Ｉ
［
三
浦
泰
一
郎
？
］
透
谷
と
蝶
（
「
護
教
」
明
恥
・
皿
・
型

時
事
子
［
宮
崎
湖
処
子
］
劇
海
の
改
革
派
（
透
谷
庵
及
其
一
派
）
（
こ
く
文
海
時
事
〉
（
「
国
民
新
聞
」

Ｉ
「
エ
マ
ル
ソ
ン
」
〈
書
評
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
開
号
、
明
〃
・
５
．
Ｗ
）

ｌ
北
村
透
谷
氏
逝
く
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
〃
・
５
．
Ⅳ
）
〈
新
聞
記
事
〉

口
芝
公
園
内
の
縊
死
（
「
都
新
聞
」
明
刀
・
５
．
Ⅳ
）
〈
新
聞
記
事
〉

Ｉ
著
述
家
の
縊
死
（
「
や
ま
と
新
聞
」
明
”
・
５
．
Ⅳ
）
〈
新
聞
記
事
〉

１
愛
山
生
明
治
文
学
中

仙
・
岨
。
『
山
路
愛
山
佳

愛
山
生
凡
神
的
唯
心

房
、
昭
仙
・
岨
。
「
山
醒

愛
山
生
唯
心
的
、
凡

弱
〉
筑
摩
書
房
、
昭
仙

愛
山
生
的
面
生
に
与

三
一
書
房
、
昭
認
・
皿

口
新
刊
雑
誌
〈

村
全
集
」
第
陥
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
蛇
．
Ⅱ

無
名
氏
文
学
界
〈
批
評
〉
（
「
国
民
之
友
」
第
Ⅲ
号
、
明
恥
・
２
．
型
↓
「
近
代
文
学
評
論
大
系
１
」
角
川
書
店
、
昭
輔
．

０

明
治
文
学
史
第
二
（
「
国
民
新
聞
」
明
恥
・
３
．
５
）
↓
「
山
路
愛
山
集
」
〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉
筑
摩
書
房
、
昭

岨
。
『
山
路
愛
山
集
（
二
」
〈
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
２
巻
〉
三
一
書
房
、
昭
昭
．
Ⅱ

凡
神
的
唯
心
的
傾
向
に
就
て
（
「
国
民
新
聞
」
明
恥
・
４
．
略
）
↓
「
山
路
愛
山
集
」
〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉
筑
摩
書

昭
仙
・
岨
。
「
山
路
愛
山
集
（
ご
」
〈
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
２
巻
〉
三
一
書
房
、
昭
銘
．
Ⅱ

唯
心
的
、
凡
神
的
傾
向
に
就
て
（
承
前
）
（
「
国
民
新
聞
」
明
茄
・
４
．
岨
）
↓
「
山
路
愛
山
集
」
〈
明
治
文
学
全
集

筑
摩
書
房
、
昭
㈹
．
Ⅲ
。
「
山
路
愛
山
集
（
一
こ
〈
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
２
巻
〉
三
一
書
房
、
昭
開
．
Ⅱ

的
面
生
に
与
ふ
（
「
国
民
新
聞
」
明
恥
・
７
．
羽
）
↓
『
山
路
愛
山
集
（
こ
」
〈
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
２
巻
〉

明
〃
・
２
．
躯
）
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|I ’
１
名
は
死
後
に
留
め
た
し
（
「
国
民
之
友
」
第
珊
号
、
明
〃
・
６

巌
本
善
治
透
谷
北
村
君
を
吊
ふ
（
「
評
論
」
第
妬
号
、
明
〃
・
６
．
５
）

５
．
妬

禿
27木

槍
浪
漁
長
厭
塵
重
／
養
詩
神
〈
漢
詩
二
首
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
“
号
、
明
〃

調
天
情
仙
［
野
口
寧
斎
］

正
味
［
岡
野
知
十
］

愛
山
生

鉄
幹

戸
川
残
花
北
村
透
谷
君
を
い
た
み
て
〈
詩
〉
（
同
右
）
↓
「
北
村
透
谷
集
附
文
学
界
派
」
〈
日
本
現
代
文
学
全
集
９
〉
講
談
社
、

集
』
〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉
筑
摩
書
房
、
昭
仙

昭
仙

昭
58

Ⅲ
。
「
平
田
禿
木
選
集
」
第
５
巻
、
南
雲
堂
、
昭
刷

ll4

透
谷
北
村
君
の
逝
く
を
追
ふ
（
「
女
学
雑
誌
」
第
洲
号
、
明
〃

透
谷
子
逝
く
〈
文
界
現
象
〉
（
同
右
）

文
友
北
村
透
谷
を
吊
す
（
「
二
六
新
報
」
第
Ｗ
号
、
明
”

北
村
透
谷
子
（
「
国
民
之
友
」
第
切
号
、
明
”

北
村
透
谷
君
（
「
国
民
新
聞
」
明
Ⅳ

北
村
透
谷
子
逝
く
（
「
小
日
本
」
第
刈
号
、
明
〃

蝉
羽
子
を
吊
ふ
（
「
文
学
界
」
第
Ⅳ
号
、
明
〃

時
烏
わ
れ
も
死
に
た
く
な
り
に
け
り
（
「
小
日
本
」
第
乃
号
、
明
〃

悼
透
谷
庵
主
〈
漢
詩
〉
（
「
読
売
新
聞
」
明
〃

5
Ⅲ
。
『
山
路
愛
山
集
（
一
こ
〈
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
２
巻
〉
三
一
書
房
、

空
↓
「
明
治
文
学
研
究
」
第
１
巻
第
４
号
、
昭
９

10 5
F

D 5
閉
）

釦
）
↓
星
野
愼
之
輔
編
「
透
谷
集
」
文
学
界
雑
誌
社
、
明

肥
）
〈
新
聞
記
事
〉

5

18
ー

3
…

5 5

26
… 〃

）
↓
「
早
稲
田
文
学
」
第
糾
号
、
明
〃

5

25
…

5

22
…

４
。
『
山
路
愛
山
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Ｉ
願
は
く
は
花
下
に
死
せ
ん
（
同
右
）

湖
処
子
透
谷
庵
を
懐
ふ
（
「
国
民
新
聞
」
明
〃
・
６
．
５
）

ｌ
故
北
村
透
谷
君
追
悼
会
〈
雑
録
〉
（
「
女
学
雑
誌
」
第
洲
号
、
明
〃
・
６
．
９
）

Ｉ
［
巌
本
善
治
］
透
谷
北
村
君
を
吊
ふ
（
同
右
）

Ｉ
故
透
谷
子
の
追
悼
会
〈
文
界
現
象
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
㈹
号
、
明
〃
・
６
．
Ⅲ
）

機
曲
生
北
村
透
谷
を
吊
す
（
「
裏
錦
」
第
加
号
、
明
〃
・
６
．
肥
）

残
月

北
村
透
谷
を
吊
ふ
（
同
右
）

Ｉ
故
北
村
透
谷
子
〈
文
界
現
象
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
㈹
号
、
明
〃
・
６
．
羽
）

田
山
花
袋
北
村
透
谷
君
を
い
た
み
て
〈
短
歌
一
首
〉
（
「
文
学
界
」
第
岨
号
、
明
〃
・
６
．
釦
）

Ｉ
透
谷
子
追
悼
会
〈
記
事
〉
（
同
右
）

流
水
生
［
三
浦
泰
一
郎
］
故
北
村
透
谷
君
（
「
青
山
評
論
」
第
蛆
号
、
明
〃
・
６
．
別
）

近
頃
の
雑
誌
界
（
続
）
（
「
国
民
新
聞
」
明
〃
・
７
．
１
）
禿
木
「
蝉
羽
子
を
吊
ふ
」
を
取
り
上
げ
る

贄
田
江
東
実
北
村
透
谷
律
二
首
〈
漢
詩
〉
（
「
評
論
」
第
恥
号
、
明
〃
・
７
．
別
）

明
石
居
士
月
下
恋
を
読
み
て
く
追
憶
、
北
村
透
谷
〉
（
「
評
論
」
第
朗
号
、
明
師
．
Ⅲ
・
８
）

空
花
生
［
浅
田
空
花
］
月
下
恋
月
下
透
谷
子
を
懐
ひ
出
で
て
。
（
同
右
）

星
野
慎
之
輔
例
言
（
星
野
慎
之
輔
編
『
透
谷
集
』
文
学
界
雑
誌
社
、
明
〃
．
、
・
８
）

明
石
居
士
月
下
恋
を
読
み
て
月
下
透
谷
子
を
懐
ひ
出
で
て
（
「
女
学
雑
誌
」
第
仙
号
、
明
〃
．
Ⅲ
．
Ｅ
）

空
花
生
［
浅
田
空
花
］
月
下
恋
〈
詩
〉
（
同
右
）
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み
す
ず
の
や
主
人
［
金
子
筑
水
］
「
透
谷
集
」
を
読
み
て
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
刈
号
、
明
師
・
岨
・
妬
）
↓
「
現
代
文
学
論

大
系
」
第
６
巻
、
河
出
書
房
、
昭
朗
・
皿

Ｉ
［
巌
本
善
治
］
透
谷
集
を
読
む
（
「
女
学
雑
誌
」
第
柵
号
、
明
〃
．
Ⅲ
．
〃
）

ｌ
仮
名
垣
魯
文
翁
北
村
門
太
郎
二
氏
の
長
逝
（
「
武
相
」
第
銘
号
、
明
〃
・
Ⅱ
・
聖

天
知
透
谷
庵
を
悼
む
〈
韻
文
〉
（
「
文
学
界
」
第
路
号
、
明
師
・
Ⅱ
・
釦
）

稚
松
庵
主
人
透
谷
集
を
読
み
て
君
の
特
性
を
想
ふ
（
「
函
東
会
報
告
誌
」
第
測
号
、
明
〃
・
皿
・
４
）

〈
恥
〉
青
年
文
記
者
［
田
岡
嶺
雲
］
青
年
文
学
者
の
自
殺
〈
時
文
〉
（
「
青
年
文
」
第
１
巻
第
４
号
、
明
路
．
５
．
Ⅲ
）
↓
「
田
岡
嶺
雲

全
集
」
第
１
巻
、
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
銘
・
２

１
透
谷
は
生
た
り
〈
随
感
〉
（
「
女
学
雑
誌
」
第
川
号
、
明
銘
・
５
．
筋
）

戸
川
残
花
一
年
は
夢
の
間
に
す
ぎ
ぬ
今
日
は
北
村
透
谷
ぬ
し
の
世
を
さ
り
給
ひ
し
日
な
り
と
思
ひ
い
で
、
よ
め
る
〈
詩
〉
（
「
文

学
界
」
第
別
号
、
明
邪
・
５
．
別
）

青
年
文
記
者
『
文
学
界
』
の
変
調
〈
時
文
〉
（
「
青
年
文
」
第
１
巻
第
６
号
、
明
朗
・
７
．
皿
）
↓
「
田
岡
嶺
雲
全
集
」
第
１
巻
、

法
政
大
学
出
版
局
、
昭
囎
・
２

島
崎
藤
村
亡
友
反
古
帖
（
「
女
学
雑
誌
」
第
柵
号
、
明
路
・
岨
・
空
↓
星
野
慎
之
輔
編
「
透
谷
全
集
」
文
武
堂
、
明
拓
・
岨
。

「
藤
村
全
集
』
第
１
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
仙
・
皿

〈
Ⅶ
〉
残
花
透
谷
子
よ
（
「
文
学
界
」
第
測
号
、
明
釣
・
３
．
帥
）

今
昔
の
感
〈
時
文
〉
（
「
文
学
界
」
第
娚
号
、
明
朗
・
７
．
釦
）

〈
Ⅷ
〉
口
「
透
谷
集
」
の
再
版
〈
文
界
雑
報
〉
（
「
文
庫
」
第
旧
巻
第
２
号
、
明
銘
・
７
．
旧
）
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平
田
禿
木
亡
友
を
吊
ふ
（
同
右
）

蘇
峰
生
透
谷
全
集
を
読
む
（
「
国
民
新
聞
」
明
弱
．
Ⅲ
・
５
）
〈
日
曜
講
壇
〉
↓
「
明
治
文
学
研
究
」
第
１
巻
第
４
号
、
昭

９
．
４
。
「
読
書
余
録
」
民
友
社
、
明
銘
・
６
．
平
５
．
３
に
ゆ
ま
に
書
房
〈
書
目
シ
リ
ー
ズ
調
〉
か
ら
復
刻
版

＊
愛
山
生
透
谷
全
集
を
読
む
（
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
明
弱
・
川
．
Ⅱ
、
旧
）
↓
「
山
路
愛
山
集
」
〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉
筑
摩
書

房
、
昭
仙
・
皿
。
『
山
路
愛
山
集
（
こ
こ
〈
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
３
巻
〉
三
一
書
房
、
昭
帥
・
２

〈
Ⅲ
〉
烏
水
透
谷
全
集
と
子
規
随
筆
〈
論
評
〉
（
「
文
庫
」
第
〃
巻
第
３
号
、
明
拓
・
１
．
旧
）

維
舟
「
透
谷
全
集
』
〈
書
評
〉
（
「
帝
国
文
学
」
第
９
巻
第
２
号
、
明
茄
・
２
．
ｍ
）

斎
藤
冬
子
紀
念
の
日
記
（
「
女
学
雑
誌
」
第
珊
号
、
明
茄
・
７
．
妬
）

〈
冊
〉
松
岡
荒
村
相
国
寺
の
幽
林
に
透
谷
を
懐
ふ
二
荒
村
遺
稿
」
白
柳
武
司
、
明
羽
・
７
）
↓
「
明
治
文
学
研
究
」
第
１
巻
第
４
号
、

昭
９
．
４
。
昭
銘
・
５
に
明
治
文
献
か
ら
復
刻
版

一
記
者
『
文
学
界
』
の
歴
史
（
「
文
庫
」
第
刈
巻
第
２
号
、
明
銘
．
Ⅱ
・
３
）

〈
Ⅷ
〉
島
崎
藤
村
北
村
透
谷
君
〈
明
治
文
士
の
悲
惨
な
る
最
後
の
状
況
〉
（
「
新
古
文
林
」
第
２
巻
第
Ⅱ
号
、
明
朗
・
９
）
↓
「
新
片
町

よ
り
」
左
久
良
書
房
、
明
似
・
９
。
「
藤
村
全
集
』
第
６
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
岨
・
４

戸
川
残
花
北
村
透
谷
〈
同
右
〉
（
同
右
）

有
磯
逸
郎
忘
れ
ら
れ
た
る
文
士
（
「
文
章
世
界
」
第
１
巻
第
８
号
、
明
釣
・
川
）

坂
本
易
徳
［
紅
蓮
洞
］
故
北
村
透
谷
（
「
明
星
」
午
歳
第
蛆
号
、
明
朗
・
岨
）

〈
Ⅷ
〉
星
野
天
知
序
文
（
星
野
』

戸
川
秋
骨
序
文
（
同
右
）

（
星
野
慎
之
輔
編
「
透
谷
全
集
」
文
武
堂
、
明
記
．
Ⅲ
・
１
）
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岩
野
泡
鳴
僕
の
回
想
（
「
文
章
世
界
」
第
２
巻
第
５
号
、
明
判
・
４
）
↓
「
泡
鳴
全
集
」
第
Ⅱ
巻
、
国
民
図
書
、
大
岨
・
９

山
路
愛
山
北
村
透
谷
を
懐
ふ
（
「
文
章
世
界
」
第
２
巻
第
６
号
、
明
仙
・
５
）
↓
「
山
路
愛
山
集
（
こ
こ
〈
民
友
社
思
想
文
学

叢
書
第
３
巻
〉
三
一
書
房
、
昭
帥
・
２

１
［
解
説
］
（
「
文
章
世
界
」
第
２
巻
第
７
号
、
明
仙
・
６
）
「
富
嶽
の
詩
神
を
思
ふ
」
の
解
説

蒲
原
有
明
新
し
き
声
（
「
文
章
世
界
」
第
２
巻
第
Ⅲ
号
、
明
㈹
・
蛆
、
臨
時
増
刊
〈
文
話
詩
話
〉
）

［
解
説
］
（
「
文
章
世
界
」
第
２
巻
第
胆
号
、
明
仙
・
皿
）
「
秋
窓
雑
記
」
の
解
説

平
田
禿
木
「
文
学
界
」
時
代
（
「
趣
味
」
第
２
巻
第
皿
号
、
明
㈹
・
皿
）

〈
Ⅷ
〉
岩
野
泡
鳴
新
体
詩
史
第
三
章
（
「
新
思
潮
」
〔
第
１
次
〕
第
６
号
、
明
姐
・
３
）

＊
島
崎
藤
村
春
〈
小
説
〉
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
俎
・
４
．
７
～
８
．
岨
）
剛
回
連
載
↓
「
春
」
島
崎
春
樹
、
明
俎
・
蛆
。
「
藤

村
全
集
」
第
３
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
塊
・
１

１
［
窪
田
空
穂
］
北
村
透
谷
（
「
文
章
世
界
」
第
３
巻
第
６
号
、
明
俎
・
５
、
臨
時
増
刊
〈
近
代
三
十
六
文
豪
〉
）
↓

「
窪
田
空
穂
全
集
』
第
Ⅱ
巻
、
角
川
書
店
、
昭
仙
・
３

岩
城
準
太
郎
新
文
学
の
勃
興
（
「
明
治
文
学
史
』
育
英
舎
、
明
釣
・
岨
）
明
蛇
・
６
に
増
補
版
。
昭
２
．
Ⅲ
に
修
文
館
書
店
か

ら
増
補
改
訂
版
。
昭
印
．
Ⅱ
に
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
〈
明
治
大
正
文
学
史
集
成
５
〉
か
ら
増
補
版
の
復
刻
版

〈
Ｗ
〉
蒲
原
有
明
〈
談
〉
日
本
詩
の
発
達
せ
ざ
る
原
因
（
「
新
声
」
第
陥
編
第
１
号
、
明
仙
・
１
）

蒲
原
有
明
詩
壇
の
回
想
（
「
文
章
世
界
」
第
２
巻
第
１
号
、
明
仙
・
１
）

Ｉ
宿
魂
鏡
北
村
透
谷
／
透
谷
集
北
村
透
谷
〈
明
治
名
作
解
題
〉
（
「
文
章
世
界
」
第
２
巻
第
４
号
、
明
仙
・
４
、
臨
時

増
刊

‐
宿
魂
鏡

〈
詩
と
文
〉
）
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み
づ
ほ
の
や
小
説
界
に
於
け
る
時
代
の
創
始
者
（
「
文
章
世
界
」
第
３
巻
第
８
号
、
明
“
・
６
）

北
村
氏
未
亡
人
〈
談
〉
『
春
』
と
透
谷
（
「
早
稲
田
文
学
」
〔
第
２
次
〕
第
塊
号
、
明
俎
・
７
）
↓
勝
本
清
一
郎
編
「
透
谷
全
集
』

第
３
巻
附
録
、
岩
波
書
店
、
昭
刈
・
９

小
島
烏
水
余
が
好
む
作
家
及
び
作
物
（
「
文
庫
」
第
訂
巻
第
３
号
、
明
仙
・
７
）

町
の
人
『
春
』
の
中
の
人
物
ｌ
『
文
学
界
』
当
時
の
状
態
Ｉ
（
「
文
章
世
界
」
第
３
巻
第
９
号
、
明
俎
・
７
）

太
田
み
づ
ほ
韻
文
界
の
時
代
創
始
者
ｌ
明
治
の
詩
想
変
遷
史
Ｉ
（
「
文
章
世
界
」
第
３
巻
第
Ⅱ
号
、
明
姐
・
８
）

馬
場
孤
蝶
事
実
と
『
春
』
（
「
新
潮
」
第
９
巻
第
２
号
、
明
俎
・
８
）

相
馬
御
風
北
村
透
谷
私
観
（
文
芸
研
究
会
課
題
）
（
「
早
稲
田
文
学
」
〔
第
２
次
〕
第
剥
号
、
明
俎
・
９
）
↓
『
黎
明
期
の
文
学
」

新
潮
社
、
大
１
．
９
。
「
相
馬
御
風
著
作
集
」
別
巻
１
〈
初
期
評
論
集
〉
、
名
著
刊
行
会
、
昭
開
・
６

〔
Ｎ
〕
文
芸
研
究
会
（
同
右
）
島
村
抱
月
・
吉
江
孤
雁
・
相
馬
御
風
ら
川
名
に
よ
る
の
座
談
会
の
記
録

三
島
霜
川
私
の
文
壇
に
接
触
し
た
時
分
（
「
新
潮
」
第
９
巻
第
３
号
、
明
姐
・
９
）

北
村
透
谷
未
亡
人
〈
談
〉
国
府
津
時
代
と
公
園
生
活
（
「
新
天
地
」
第
１
巻
第
１
号
、
明
俎
．
Ⅲ
）
〈
文
士
遺
族
及
び
未
亡
人
の

懐
旧
談
〉
↓
『
北
村
透
谷
』
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
有
精
堂
出
版
、
昭
卿
・
１

岡
野
知
十
透
谷
の
故
宅
（
「
新
半
面
」
明
４
．
Ⅱ
）

紅
蓮
洞
「
春
」
の
青
木
と
余
が
知
れ
る
透
谷
（
「
読
売
新
聞
」
明
似
・
岨
・
旧
）

〈
Ⅷ
〉
平
田
禿
木
『
文
学
界
」
と
当
時
文
界
〈
文
壇
回
顧
録
〉
（
「
趣
味
」
第
４
巻
第
４
号
、
明
岨
・
４
）

相
馬
御
風
真
の
文
芸
家
（
「
文
章
世
界
」
第
４
巻
第
８
号
、
明
蛇
・
６
）

田
山
花
袋
明
治
名
作
解
題
含
小
説
作
法
』
〈
通
俗
作
文
全
書
第
別
編
〉
博
文
館
、
明
蛇
・
６
）
「
宿
魂
鏡
」
「
透
谷
集
』
を
取
り
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北
村
美
那
子
文
士
の
夫
人
の
見
た
る
文
士
及
其
家
庭
（
「
新
潮
」
第
田
巻
第
５
号
、
明
偲
．
Ⅱ
）

〈
Ⅲ
〉
＊
北
村
美
那
子
透
谷
の
晩
年
と
其
言
行
（
「
学
生
文
芸
」
第
２
巻
第
３
、
４
号
、
明
“
・
３
，
４
）
↓
勝
本
清
一
郎
編
「
透
谷
全

集
」
第
３
巻
附
録
、
岩
波
書
店
、
昭
刈
・
９

三
島
霜
川
北
村
透
谷
の
文
章
を
評
す
（
「
文
章
世
界
」
第
６
巻
第
７
号
、
明
“
・
５
）

〈
Ⅶ
〉
児
玉
花
外
雷
霊
毫
紅
噴
随
筆
」
岡
村
盛
花
堂
、
明
媚
・
１
）

馬
場
孤
蝶
北
村
透
谷
過
渡
時
代
の
情
熱
あ
る
思
想
家
〈
明
治
の
重
も
な
る
文
学
者
の
新
研
究
（
其
四
）
〉
（
「
新
潮
」
第
陥
巻

〈
Ⅲ
〉
岩
城
準
太
郎
旧
文
芸
破
壊
の
運
動
（
「
帝
国
文
学
」
第
陥
巻
第
１
号
、
明
娚
・
１
）

相
馬
御
風
透
谷
と
独
歩
（
「
創
作
」
第
１
巻
第
４
号
、
明
偲
・
６
）
↓
『
相
馬
御
風
著
作
集
』
別
巻
１
〈
初
期
評
論
集
〉
、
名
著

刊
行
会
、
昭
髄
・
６

島
崎
藤
村
北
村
透
谷

島
崎
藤
村
北
村
透
谷

摩
書
房
、
昭
岨
・
４

上
げ
る

太
田
水
穂

吉
野
臥
城

蛇
・
９
）

秋
田
雨
雀
透
谷
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ス
（
同
右
）

馬
場
孤
蝶
北
村
透
谷

第
４
号
、
明
媚
・
４
）

近
世
批
評
史
論
続
（
「
趣
味
」
第
４
巻
第
８
号
、
明
蛇
・
８
）

「
透
谷
全
集
」
〈
詩
集
解
題
〉
／
「
蝶
の
ゆ
く
へ
」
〈
分
類
詩
例
〉
亀
新
体
詩
研
究
明
治
詩
集
姉
妹
篇
』
昭
文
堂
、
明

北
村
透
谷
君
（
「
創
作
」
第
１
巻
第
５
号
、
明
娚
・
７
）
↓
『
藤
村
全
集
』
第
６
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
塊
・
４

北
村
透
谷
の
故
家
（
「
新
思
潮
」
〔
第
２
次
〕
第
１
号
、
明
娚
・
９
）
〈
写
真
解
説
〉
↓
「
藤
村
全
集
』
第
６
巻
、
筑
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〈
Ⅳ
〉
小
林
愛
川
［
加
藤
武
雄
］
文
学
界
ｌ
透
谷
会
明
治
大
正
文
学
早
わ
か
り
』
〈
文
章
入
門
叢
書
〉
新
潮
社
、
大
６
．
６
）
↓
「
明

治
大
正
文
学
の
輪
郭
」
新
潮
社
、
大
晦
・
９

〈
Ⅷ
〉
＊
島
崎
藤
村
透
谷
の
名
に
よ
り
て
集
り
し
作
品
及
び
そ
の
作
家
（
「
中
央
文
学
」
第
２
年
第
４
号
、
第
３
年
第
１
号
、
大
７
．
４
，

８
．
１
）
↓
「
藤
村
全
集
』
別
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
輔
・
５

田
熊
保
行
透
谷
を
憶
ふ
く
短
歌
〉
（
「
民
衆
」
第
５
号
、
大
７
．
５
）
〈
北
村
透
谷
号
〉

井
上
康
文
北
村
透
谷
小
伝
（
同
右
）

筑
摩
書
房
、

〈
燗
〉
三
木
露
風
一

清
水
柳
三
郎

り
上
げ
る

〈
冊
〉
＊
島
崎
藤
村
桜
の
実
〈
小
説
〉
（
「
文
章
世
界
」
第
８
巻
第
１
、
２
号
、
大
２
．
１
，
２
）
↓
『
桜
の
実
の
熟
す
る
時
』
春
陽
堂
、

大
８
．
１
。
「
藤
村
全
集
』
第
５
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
塊
・
３

愛
山
生
夷
隅
河
畔
よ
り
〈
時
人
論
〉
（
「
独
立
評
論
」
再
興
第
８
号
、
大
２
．
９
）
↓
「
山
路
愛
山
集
』
〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉

【
大
正
期
】

島
崎
藤
村
処

片
町
よ
り
』

昭
岨
・
４

北
村
美
那
子
家
庭
に
於
け
る
故
北
村
透
谷
（
「
成
功
」
第
路
巻
第
３
号
、
明
媚
・
７
）

透
谷
（
「
露
風
詩
話
』
白
日
社
、
大
４
．
９
）

明
治
文
壇
の
三
天
才
（
「
中
学
世
界
」
第
肥
巻
第
Ｍ
号
、
大
４
．
Ⅱ
）
高
山
樗
牛
・
北
村
透
谷
・
樋
口
一
葉
を
取

北
村
透
谷
の
短
き
一
生
（
「
文
章
世
界
」
第
７
巻
第
Ｍ
号
、
大
１
・
的
、
増
刊
〈
明
治
文
学
の
概
観
〉
）
↓
『
後
の
新

』
新
潮
社
、
大
２
．
４
・
島
崎
藤
村
編
『
透
谷
選
集
』
新
潮
社
、
大
３
．
岨
。
「
藤
村
全
集
」
第
６
巻
、
筑
摩
書
房
、

昭
仙
・
岨
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北村透谷参考文献目録（鈴木）

島
崎
藤
村
透
谷
未
亡
人
の
現
状
（
「
時
事
新
報
」
大
Ⅲ
．
岨
・
７
）
↓
「
藤
村
全
集
』
第
９
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
塊
・
７

〈
Ⅶ
〉
島
崎
藤
村
序
（
島
崎
藤
村
編
「
改
編
透
谷
全
集
』
春
陽
堂
、
大
ｕ
・
３
．
旧
）

土
居
光
知
雑
誌
「
文
学
界
」
と
平
田
禿
木
（
「
新
小
説
」
第
師
年
第
４
号
、
大
Ⅱ
・
４
）

日
夏
歌
之
介
日
本
近
代
詩
の
成
立
（
「
中
央
公
論
」
第
師
巻
第
Ⅱ
号
、
大
Ⅱ
．
Ⅲ
）
↓
「
明
治
大
正
詩
史
」
巻
上
、
新
潮
社
、

津
田
光
造
開
拓
者
北
村
透
谷
（
同
右
）

井
上
康
文
詩
人
と
し
て
の
北
村
透
谷
（
同
右
）

福
田
正
夫
北
村
透
谷
に
就
い
て
（
同
右
）

〈
Ⅷ
〉
平
田
禿
木
故
北
村
透
谷
君
の
事
ど
も
（
「
中
央
文
学
」
第
３
年
第
７
号
、
大
８
．
７
）
〈
文
豪
追
想
号
〉
↓
「
明
治
文
学
研
究
」

第
１
巻
第
４
号
、
昭
９
．
４
。
「
平
田
禿
木
選
集
」
第
５
巻
、
南
雲
堂
、
昭
例
・
岨

〈
伽
〉
柳
沢
健
詩
壇
の
烏
臓
ｌ
「
昨
日
の
詩
及
詩
人
」
Ｉ
（
「
現
代
の
詩
及
詩
人
」
尚
文
堂
、
大
９
．
岨
）

〈
剛
〉
高
須
梅
渓
哀
世
詩
人
と
し
て
の
北
村
透
谷
／
評
論
家
と
し
て
の
北
村
透
谷
（
『
近
代
文
芸
史
論
』
上
巻
、
日
本
評
論
社
出
版
部
、

大
岨
・
５
）
↓
「
明
治
文
学
史
論
」
日
本
評
論
社
、
昭
９
．
ｍ

島
崎
藤
村
飯
倉
だ
よ
り
（
北
村
透
谷
二
十
七
回
忌
に
）
（
「
大
観
」
第
４
巻
第
７
号
、
大
岨
・
７
）
↓
島
崎
藤
村
編
『
改
編
透

谷
全
集
』
春
陽
堂
、
大
Ⅱ
・
３
・
島
崎
藤
村
編
『
北
村
透
谷
集
』
〈
岩
波
文
庫
〉
昭
２
．
７
。
『
藤
村
全
集
』
第
９
巻
、
筑
摩
書

〈
朔
〉

日
夏
歌
之
介

昭
４
．
１

田
山
花
袋
一

房
、
昭
岨
・
７

よ
る

芽
の
や
う
な
北
村
透
谷
／
透
谷
と
「
文
学
界
」
（
「
近
代
の
小
説
』
近
代
文
明
社
、
大
皿
・
２
）
目
次
の
タ
イ
ト
ル
に
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〈
妬
〉
宮
島
新
三
郎
「
文
学
界
」

昭
皿
・
２
に
改
訂
普
及
版

岩
城
準
太
郎
新
文
学
建
詔

版
。
昭
師
・
皿
に
日
本
図

河
井
酔
茗
詩
の
最
初
よ
り

〈
別
〉
高
須
芳
次
郎
森
鴎
外
一
派
と
「
文
学
界
』
の
人
々
／
北
村
透
谷
の
人
生
批
評
と
大
西
操
山
の
文
明
批
評
／
新
体
詩
界
の
第
一
歩

と
新
国
文
の
興
起
含
日
本
現
代
文
学
十
二
講
』
新
潮
社
、
大
Ｂ
・
１
）
↓
「
明
治
大
正
昭
和
文
学
講
話
」
新
潮
社
、
昭
８
．

小
島
徳
弥
北
村
透
谷
と
「
文
学
界
」
の
こ
と
二
文
壇
百
話
」
新
秋
出
版
社
、
大
過
・
３
）

小
方
又
星
北
村
透
谷
の
回
想
ｌ
彼
の
三
十
年
忌
日
に
際
し
て
Ｉ
（
「
新
潮
」
第
側
巻
第
５
号
、
大
脳
・
５
）

＊
島
崎
藤
村
透
谷
君
の
三
十
回
忌
に
遺
族
と
全
集
を
語
る
（
「
読
売
新
聞
」
大
Ｂ
・
５
．
焔
、
Ⅳ
）
↓
『
春
を
待
ち
つ
、
」
春

陽
堂
、
大
Ｍ
・
３
。
「
藤
村
全
集
」
第
９
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
岨
・
７

戸
川
秋
骨
至
純
熱
狂
の
人
北
村
透
谷
君
（
「
随
筆
文
鳥
』
奎
運
社
、
大
過
・
６
）

本
間
久
雄
北
村
透
谷
の
人
と
事
業
と
を
億
ふ
（
「
早
稲
田
文
学
」
〔
第
２
次
〕
第
捌
号
、
大
田
・
６
）
↓
『
文
学
論
孜
」
東
京
堂

書
店
、
昭
６
．
５
。
「
近
代
作
家
論
」
白
鳳
出
版
社
、
昭
遡
・
７

福
井
久
蔵
文
学
界
に
生
ま
れ
た
新
詩
人
（
「
日
本
新
詩
史
」
立
川
文
明
堂
、
大
Ｂ
・
７
）

馬
場
孤
蝶
藤
村
氏
の
「
春
」
に
描
か
れ
た
る
人
々
／
「
文
学
界
』
の
こ
と
（
「
孤
蝶
随
筆
』
新
作
社
、
大
旧
．
、
）

〉
宮
島
新
三
郎
「
文
学
界
」
の
運
動
（
「
明
治
文
学
十
二
講
」
新
詩
壇
社
、
大
Ｍ
・
５
）
昭
７
．
６
に
東
京
出
版
社
か
ら
改
訂
版
。

究
…

9

新
文
学
建
設
の
主
張
／
新
体
詩
界
の
曙
色
（
「
明
治
大
正
の
国
文
学
」
成
象
堂
、
大
Ｍ
・
６
）
昭
６
．
４
に
増
訂

．
Ⅱ
に
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
〈
明
治
大
正
文
学
史
集
成
９
〉
か
ら
復
刻
版

詩
の
最
初
よ
り
梅
花
透
谷
ま
で
（
「
早
稲
田
文
学
」
〔
第
２
次
〕
第
珊
号
、
大
陞
・
６
）
〈
明
治
文
学
号
胎
生
期
の
研
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北村透谷参考文献目録（鈴木）

〈
Ｗ
〉
百
田
宗
治

〈
冊
〉【

昭
和
期
】

高
須
芳
次
郎
文
芸
評
論
界
の
新
人
群
起
／
美
文
及
び
写
生
文
流
行
時
代
（
同
右
）

平
田
禿
木
若
い
折
の
藤
村
君
（
「
文
章
往
来
」
第
１
巻
第
４
号
、
大
旧
・
４
）
〈
藤
村
号
〉

二
階
堂
雨
山
明
治
文
壇
の
鬼
才
北
村
透
谷
を
懐
ふ
（
「
国
学
院
雑
誌
」
第
駆
巻
第
５
号
、
大
旧
・
５
）

山
名
正
太
郎
明
治
か
ら
大
正
へ
の
遺
書
と
絶
筆
（
「
婦
人
公
論
」
第
Ⅱ
巻
第
８
号
、
大
旧
・
８
）

糸
井
武
雄
春
島
崎
藤
村
作
二
明
治
大
正
小
説
と
そ
の
モ
デ
ル
」
章
華
社
、
大
胆
・
皿
）
戸
川
秋
骨
「
北
村
透
谷
の
家
」
を

馬
場
孤
蝶

号
〉
↓

Ⅱ
・
２

緑
蒼
々
透
谷
未
亡
人
と
語
る
ｌ
遺
族
訪
問
記
（
６
）
Ｉ
（
「
文
章
倶
楽
部
」
第
岨
巻
第
７
号
、
大
Ｍ
・
７
）

徳
富
猪
一
郎
随
筆
文
鳥
を
読
む
二
第
二
蘇
峰
随
筆
』
民
友
社
、
大
Ｍ
・
皿
）
戸
川
秋
骨
著
「
随
筆
文
鳥
』
の
批
評

井
上
康
文
透
谷
・
独
歩
・
花
袋
の
詩
（
「
現
代
の
詩
史
と
詩
講
話
』
交
蘭
社
、
大
喝
・
１
）
↓
「
増
補
改
訂
新
ら
し
い
詩
及
詩

人
と
そ
の
変
遷
」
交
蘭
社
、
昭
６
．
４

馬
場
孤
蝶
眉
山
緑
雨
透
谷
ｌ
春
寒
き
夜
に
Ｉ
（
「
早
稲
田
文
学
」
〔
第
２
次
〕
第
刎
号
、
大
胴
・
４
）
〈
明
治
文
学
研
究
第
５

号
〉
↓
「
明
治
文
壇
の
人
々
」
三
田
文
学
出
版
部
、
昭
Ⅳ
．
Ⅱ
。
十
川
信
介
編
「
明
治
文
学
回
想
集
」
下
、
〈
岩
波
文
庫
〉
平

島
崎
藤
村

小
島
徳
弥

Ｍ
・
６
）

収
録

文
学
界
の
生
れ
た
頃
（
同
右
）
↓
「
藤
村
全
集
」
第
９
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
岨
・
７

「
文
学
界
」
の
人
々
と
そ
の
懐
疑
思
想
／
新
時
代
の
先
駆
者
北
村
透
谷
（
『
明
治
大
正
新
文
学
史
観
」
教
文
社
、
大

日
本
小
詩
史
（
「
詩
の
本
」
金
星
堂
、
昭
２
．
１
）
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千
葉
亀
雄
文
芸
家
自
殺
史
（
「
新
潮
」
第
別
年
第
Ⅲ
号
、
昭
２
．
Ⅲ
）

斎
藤
清
衛
フ
ュ
マ
ニ
ス
ト
透
谷
ｌ
明
治
前
期
に
於
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
先
覚
Ｉ
（
「
国
文
教
育
」
第
５
巻
第
Ⅱ
号
、
昭
２
．
Ⅱ
）

内
田
幾
太
郎
明
治
詩
史
概
観
／
北
村
透
谷
（
「
参
考
現
代
詩
選
明
治
篇
」
覚
張
書
店
、
昭
２
．
ｕ
）
「
眠
れ
る
蝶
」
「
隻
蝶
の

わ
か
れ
」
「
ゆ
き
だ
を
れ
」
を
収
録

〈
別
〉
中
野
重
治
芥
川
氏
の
こ
と
な
ぞ
（
「
文
芸
公
論
」
第
２
巻
第
１
号
、
昭
３
．
１
）
↓
『
芸
術
に
関
す
る
走
り
書
き
的
覚
え
書
」

Ｉ
［
福
田
正
夫
］
北
村
透
谷
小
伝
／
透
谷
著
作
年
表
（
「
樋
口
一
葉
集
・
北
村
透
谷
集
」
〈
現
代
日
本
文
学
全
集
第
９
編
〉

改
造
社
、
昭
２
．
１
・
加
）

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
「
文
学
界
」
の
運
動
（
「
改
造
社
文
学
月
報
」
第
１
号
、
昭
２
．
１
）
〈
同
右
附
録
〉

紙
魚
生
文
学
界
の
五
羅
漢
（
同
右
）

戸
川
秋
骨
透
谷
の
苦
労
性
（
同
右
）

戸
川
秋
骨
北
村
透
谷
君
と
私
（
「
改
造
」
第
９
巻
第
２
号
、
昭
２
．
２
）

百
田
宗
治
日
本
の
近
代
詩
に
つ
い
て
ｌ
そ
の
詩
史
的
概
叙
ｌ
／
北
村
透
谷
二
詩
の
鑑
賞
附
・
西
欧
近
代
詩
の
知
識
』
厚
生

閣
書
店
、
昭
２
．
２
）
「
隻
蝶
の
わ
か
れ
」
を
収
録

佐
藤
春
夫
明
治
文
学
史
手
引
草
〈
明
治
文
学
と
そ
の
人
々
〉
（
「
改
造
」
第
９
巻
第
６
号
、
昭
２
．
６
）
↓
「
傭
斎
雑
記
」
千
歳

書
房
、
昭
肥
・
１
。
「
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
」
第
加
巻
、
臨
川
書
店
、
平
Ⅱ
．
ｌ

佐
藤
春
夫
透
谷
。
樗
牛
。
ま
た
今
日
の
我
々
の
文
学
／
文
明
批
評
及
び
信
念
あ
る
文
学
〈
文
芸
時
評
〉
（
「
中
央
公
論
」
第
蛇
年

第
７
号
、
昭
２
．
７
）
↓
『
文
芸
一
夕
話
』
改
造
社
、
昭
３
．
７
。
『
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
加
巻
、
臨
川
書
店
、
平
Ⅱ
．

1
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〈
Ⅷ
〉
河
井
酔
茗
現
代
詩
の
展
望
明
治
、
大
正
、
昭
和
詩
史
概
観
亀
現
代
詩
人
全
集
」
第
１
巻
く
初
期
十
二
詩
人
集
〉
、
新
潮
社
、

昭
５
．
５
）
「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」
「
ほ
た
る
」
「
蝶
の
ゆ
く
へ
」
「
隻
蝶
の
わ
か
れ
」
「
眠
れ
る
蝶
」
「
露
の
い
の
ち
」
「
鯛
懐
舞
」
「
弾

琴
」
「
み
興
ず
の
う
た
」
「
春
駒
」
「
楚
囚
之
詩
」
を
収
録

徳
富
蘇
峰
北
村
透
谷
集
を
読
む
（
『
好
害
品
題
』
〈
蘇
峰
叢
書
第
４
冊
〉
民
友
社
、
昭
３
．
４
）
平
５
．
３
に
ゆ
ま
に
書
房
〈
書

目
シ
リ
ー
ズ
銘
〉
か
ら
復
刻
版

木
村
毅
『
文
学
界
』
を
中
心
に
し
て
の
断
想
含
明
治
文
学
展
望
』
改
造
社
、
昭
３
．
６
）

新
屋
敷
幸
繁
現
代
文
学
の
範
囲
／
現
代
文
学
の
生
活
的
流
れ
／
北
村
透
谷
の
作
品
鑑
賞
二
現
代
文
学
の
鑑
賞
」
大
同
館
書
店
、

昭
３
・
岨
）
「
蝶
の
ゆ
く
へ
」
「
眠
れ
る
蝶
」
「
松
島
に
於
て
芭
蕉
翁
を
読
む
（
抄
と
を
収
録

橘
文
七
北
村
透
谷
ｌ
蓬
莱
曲
亀
明
治
大
正
文
学
史
』
啓
文
社
書
店
、
昭
３
．
皿
）
目
次
の
タ
イ
ト
ル
に
よ
る
。
↓
『
近
代

日
本
文
学
の
烏
撤
」
大
誠
堂
、
昭
蛆
・
６
。
『
日
本
文
学
変
遷
史
』
大
伸
堂
書
店
、
昭
Ⅲ
．
Ⅱ

湯
地
孝
未
完
成
の
詩
才
含
日
本
近
代
詩
の
発
達
』
不
老
閣
書
房
、
昭
３
．
岨
）

〈
朔
〉
北
原
白
秋
明
治
大
正
詩
史
概
観
亀
現
代
日
本
詩
集
・
現
代
日
本
漢
詩
集
』
〈
現
代
日
本
文
学
全
集
第
師
編
〉
（
改
造
社
、
昭

４
．
４
．
脂
）
「
楚
囚
之
詩
」
を
収
録

平
林
初
之
輔
日
本
に
於
け
る
浪
漫
派
の
先
駆
者
と
し
て
の
北
村
透
谷
（
「
新
潮
」
第
船
巻
第
９
号
、
昭
４
．
９
）
↓
『
平
林
初

之
輔
遺
稿
集
」
平
凡
社
、
昭
７
．
２

南
江
二
郎
劇
詩
と
長
篇
救
事
詩
（
百
田
宗
治
編
『
日
本
現
代
詩
研
究
』
〈
現
代
詩
講
座
第
４
巻
〉
金
星
社
、
昭
４
．
Ⅲ
）
昭

南
江
二
郎
劇
詩
と
鳫

８
．
５
に
巧
人
社
版

改
造
社
、
昭
４
．
９
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〈
別
〉

塩
田
良
平
文
学
界
／
北
村
透
谷
二
本
文
頭
註
明
治
文
学
史
抄
』
大
鐙
閣
、
昭
５
．
９
）
「
内
部
生
命
論
」
を
収
録

風
巻
景
次
郎
・
児
山
信
一
北
村
透
谷
（
『
明
治
文
学
（
詩
歌
）
評
釈
』
〈
国
文
学
講
座
〉
受
験
講
座
刊
行
会
、
昭
５
．
Ⅲ
）
略
伝

を
付
す
。
「
眠
れ
る
蝶
」
「
蝶
の
ゆ
く
へ
」
を
収
録

瀬
沼
茂
樹
心
理
文
学
の
発
展
と
そ
の
帰
趨
（
「
思
想
」
第
Ⅲ
号
、
昭
５
．
Ⅲ
）

Ｉ
北
村
透
谷
〈
文
豪
遺
墨
展
を
観
る
㈹
〉
（
「
読
売
新
聞
」
昭
５
．
Ⅲ
・
型

島
崎
藤
村
北
村
透
谷
を
憶
ふ
言
葉
（
同
右
）
↓
『
藤
村
全
集
」
第
昭
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
岨
・
９

土
岐
善
麿
文
学
界
の
出
現
（
土
岐
善
麿
編
著
『
明
治
大
正
史
」
第
５
巻
く
芸
術
篇
〉
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
６
．
２
）

本
間
久
雄
透
谷
と
バ
イ
ロ
ン
ー
英
国
浪
漫
派
と
わ
が
明
治
文
壇
Ｉ
（
早
稲
田
大
学
欧
羅
巴
文
学
研
究
会
「
浪
漫
思
潮
発
生
的

研
究
」
三
省
堂
、
昭
６
．
２
）
↓
「
文
学
論
孜
」
東
京
堂
書
店
、
昭
６
．
５
。
『
明
治
文
学
作
家
論
」
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

日
夏
歌
之
介
明
治
新
詩
の
展
開
（
同
右
）

塩
田
良
平
北
村
透
谷
（
「
岩
波
講
座
日
本
文
学
」
岩
波
書
店
、
昭
６
．
６
）
↓
「
近
代
日
本
文
学
論
」
万
上
閣
、
昭
Ⅲ
・
５

塩
田
良
平
浪
漫
主
義
と
国
民
之
友
ｌ
浪
漫
主
義
私
見
三
１
（
「
国
文
学
誌
」
第
１
巻
第
４
号
、
昭
６
．
８
）

滝
田
貞
治
「
文
学
界
」
を
思
ふ
ｌ
そ
の
再
刻
に
就
い
て
Ｉ
（
「
書
物
展
望
」
第
１
巻
第
２
号
、
昭
６
．
８
）

片
岡
良
一
明
治
時
代
〈
日
本
文
学
史
概
説
（
五
）
〉
急
岩
波
講
座
日
本
文
学
」
岩
波
書
店
、
昭
６
．
Ⅲ
）
↓
「
近
代
日
本
文

学
の
展
望
」
中
央
公
論
社
、
昭
陥
・
５

島
崎
藤
村

土
岐
善
麿

本
間
久
雄

研
究
」
二

昭
恥
．
Ⅲ

田
山
花
袋

社
、
昭
６
昭
６
．
５
）

明
治
の
小
説
ｌ
自
然
主
義
と
写
実
主
義
Ｉ
（
佐
藤
義
亮
編
『
明
治
時
代
（
上
編
こ
〈
日
本
文
学
講
座
第
Ⅱ
巻
〉
新
潮
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再
生
外
骨
北
村

Ｉ
明
治

れ
る
蝶
」
「
み

〈
Ⅶ
〉
蛯
原
八
郎
明
治

学
界
」
の
解
頴

院
、
昭
Ⅲ
・
７

形
田
藤
太
明
治
文
学
評
論
史
序
説
（
「
月
刊
日
本
文
学
」
第
３
巻
第
４
号
、
昭
７
．
９
）

唐
木
順
三
透
谷
、
樗
牛
の
浪
漫
主
義
／
二
葉
亭
・
透
谷
・
啄
木
（
『
現
代
日
本
文
学
序
説
」
春
陽
堂
、
昭
７
．
Ⅲ
）
↓
『
唐
木

武
藤
直
治
・
日
夏
歌
之
介

雅
川
滉
自
然
主
義
文
学
理
論
の
展
開
（
同
右
）
↓
日
本
文
学
社
編
『
明
治
文
学
史
集
説
」
日
本
文
学
社
、
昭
７
．
６

湯
地
孝
近
代
詩
の
展
開
相
（
上
）
（
同
右
）
↓
日
本
文
学
社
編
『
明
治
文
学
史
集
説
』
日
本
文
学
社
、
昭
７
．
６

斎
藤
清
衛
透
谷
と
「
春
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
９
巻
第
１
号
、
昭
７
．
４
）
〈
明
治
文
豪
論
〉

篠
田
太
郎
浪
曼
的
文
学
（
「
史
的
唯
物
論
よ
り
観
た
る
近
代
日
本
文
学
史
』
春
陽
堂
、
昭
７
．
４
）

広
沢
影
樹
小
田
原
町
と
詩
ｌ
北
村
透
谷
の
事
な
ど
（
「
愛
調
」
第
７
巻
第
４
号
、
昭
７
．
４
）

舟
橋
聖
一
北
村
透
谷
（
舟
橋
聖
一
編
註
「
明
治
文
学
新
選
』
大
倉
広
文
堂
、
昭
７
．
４
）
「
鬼
心
非
鬼
心
（
抄
と
を
収
録

山
宮
允
新
詩
の
発
生
及
び
展
開
前
篇
（
「
日
本
国
民
」
第
１
巻
第
１
号
、
昭
７
．
５
）
↓
『
明
治
大
正
詩
書
綜
覧
本
文

改
訂
版

篇
』
啓
成
社
、 北

村
透
谷
（
再
生
外
骨
編
『
近
世
自
殺
者
列
伝
』
半
狂
堂
、
昭
６
．
ｕ
）

明
治
大
正
詩
人
小
伝
（
『
明
治
大
正
文
学
全
集
』
第
邪
巻
く
詩
篇
〉
、
春
陽
堂
、
昭
６
．
岨
）
「
隻
蝶
の
わ
か
れ
」
「
眠

一
「
み
、
ず
の
う
た
」
を
収
録

明
治
時
代
文
学
雑
誌
解
題
（
「
月
刊
日
本
文
学
」
第
２
巻
第
４
号
、
昭
７
．
３
）
〈
特
輯
明
治
文
学
大
観
号
〉
「
文

の
解
題
を
含
む
。
↓
日
本
文
学
社
編
「
明
治
文
学
史
集
説
」
日
本
文
学
社
、
昭
７
．
６
。
「
明
治
文
学
雑
記
』
学
而
書

昭
９
．
岨

北
村
透
谷
（
藤
村
作
編
「
日
本
文
学
大
辞
典
』
第
１
巻
、
新
潮
社
、
昭
７
．
６
）
昭
妬
・
５
に
増
補
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〈
棚
〉

唐
木
順
三
明
治
文
学
に
於
け
る
自
我
の
発
展
史
（
福
田
久
道
編
『
明
治
文
学
の
特
殊
的
研
究
（
下
こ
〈
明
治
文
学
講
座
第
４
巻
〉

木
星
社
書
院
、
昭
８
．
３
）
↓
福
田
久
道
編
『
明
治
文
学
研
究
』
成
光
館
書
店
、
昭
８
．
７
。
『
近
代
日
本
文
学
の
展
開
」
黄

河
書
院
、
昭
Ⅲ
・
６
。
「
唐
木
順
三
全
集
」
第
１
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
岨
・
６

百
田
宗
治
明
治
詩
人
研
究
（
同
右
）
↓
福
田
久
道
編
『
明
治
文
学
研
究
」
成
光
館
書
店
、
昭
８
．
７

木
枝
増
一
北
村
透
谷
の
片
貌
ｌ
現
代
文
学
研
究
序
説
そ
の
三
１
（
「
国
語
・
国
文
」
第
３
巻
第
３
号
、
昭
８
．
３
）

新
屋
敷
幸
繁
詩
人
と
し
て
の
北
村
透
谷
（
「
日
本
文
学
」
第
３
巻
第
３
号
、
昭
８
．
３
）

斎
藤
昌
三
明
治
の
文
芸
雑
誌
（
中
）
〈
日
本
雑
誌
興
亡
史
考
そ
の
川
〉
（
「
書
物
展
望
」
第
３
巻
第
６
号
、
昭
８
．
６
）
「
文
学

界
」
を
含
む
。
↓
『
閑
版
書
国
巡
礼
記
」
書
物
展
望
社
、
昭
８
．
岨
。
平
皿
・
８
に
平
凡
社
〈
東
洋
文
庫
棚
〉
版

田
中
文
夫
初
期
の
象
徴
詩
に
つ
い
て
（
「
国
文
学
踏
査
」
第
２
輯
、
昭
８
．
６
）

舟
橋
聖
一
北
村
透
谷
略
伝
（
「
明
治
文
学
新
講
』
〈
新
撰
国
文
叢
書
〉
三
省
堂
、
昭
８
．
６
）
「
鬼
心
非
鬼
心
」
の
本
文
及
び
口

藤
村
作

に
よ
る

吉
田
精
一

原
田
芳
起

篠
田
太
郎

９
・
皿

唐
木
順
三

訳
、
註
解
を
付
す

順
三
全
集
」
第
１
巻
、

村
作
・
久
松
潜
一

「
文
学
界
」
に
つ
い
て
（
「
文
学
」
第
略
号
、
昭
７
．
Ⅱ
）

透
谷
の
文
学
論
と
想
世
界
の
人
生
的
意
義
（
「
日
本
小
説
評
論
史
序
説
」
大
同
館
書
店
、
昭
７
・
岨
）

北
村
透
谷
論
（
「
ク
オ
タ
リ
イ
日
本
文
学
」
第
１
輯
、
昭
８
．
１
）
↓
『
近
代
日
本
文
学
研
究
」
楽
浪
書
院
、
昭

筑
摩
書
房
、
昭
岨
・
６

矢
崎
嵯
峨
の
舎
と
北
村
透
谷
二
明
治
文
学
序
説
』
山
海
堂
出
版
部
、
昭
７
．
Ⅲ
）
目
次
の
タ
イ
ト
ル
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塩
田
良
平
離
尤
三
弁
ｌ
神
崎
、
篠
田
、
吉
野
三
君
に
Ｉ
（
「
ク
オ
タ
リ
イ
日
本
文
学
」
第
２
輯
、
昭
８
．
７
）

土
方
定
一
雑
誌
「
文
学
界
』
、
「
柵
草
紙
』
文
学
評
論
年
表
（
同
右
）

湯
地
孝
「
春
」
の
形
象
二
明
治
大
正
文
学
の
諸
傾
向
」
積
文
館
、
昭
８
．
８
）

神
崎
情
北
村
透
谷
著
作
年
表
・
透
谷
略
伝
・
家
譜
（
「
明
治
文
学
談
話
会
プ
リ
ン
ト
」
昭
８
．
９
）

馬
場
孤
蝶
小
説
モ
デ
ル
物
語
（
「
野
客
漫
言
」
書
物
展
望
社
、
昭
８
．
９
）

湯
地
孝
新
体
詩
変
遷
の
展
望
（
久
松
潜
一
ほ
か
著
「
日
本
文
学
聯
講
」
第
５
巻
く
明
治
篇
〉
、
中
興
館
、
昭
８
．
９
）

久
松
潜
一
明
治
文
学
評
論
の
展
開
（
同
右
）

Ｉ
新
認
識
へ
の
出
発
ｌ
北
村
透
谷
研
究
会
（
「
国
文
学
新
報
」
昭
８
．
９
．
空

戸
川
秋
骨
四
十
年
前
の
「
文
学
界
」
（
「
文
学
界
」
第
１
巻
第
２
号
、
昭
８
．
Ⅱ
）

川
島
益
太
郎
北
村
透
谷
（
『
現
代
作
家
の
人
及
び
作
風
（
詩
歌
篇
屋
大
同
館
書
店
、
昭
８
．
里

村
尾
二
郎
透
谷
覚
え
書
（
「
国
文
学
研
究
」
第
１
輯
、
昭
８
．
Ｅ
）

〈
別
〉
木
下
尚
江
福
沢
諭
吉
と
北
村
透
谷
ｌ
思
想
上
の
二
大
恩
人
Ｉ
（
「
明
治
文
学
研
究
」
創
刊
号
、
昭
９
．
１
）
↓
「
北
村
透
谷
」

〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
有
精
堂
出
版
、
昭
卿
・
１

新
井
徹
透
谷
の
逸
詩
（
同
右
）

神
崎
情
北
村
透
谷
著
作
年
表
附
、
研
究
文
献
（
同
右
）

座
間
太
郎
ロ
マ
ン
的
な
る
も
の
ｌ
北
村
透
谷
試
論
Ｉ
（
「
槻
の
木
」
昭
９
．
１
）

新
屋
敷
幸
繁
北
村
透
谷
の
日
本
文
学
観
（
「
年
刊
日
本
文
学
研
究
」
第
１
輯
、
昭
９
．
１
）

新
井
徹
藤
村
氏
に
透
谷
を
き
く
（
「
詩
精
神
」
第
１
巻
第
１
号
、
昭
９
．
２
）
「
夢
中
の
詩
人
」
を
収
録
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中
野
重
治
透
谷
に
就
て
（
同
右
）

Ｉ
「
夢
中
の
詩
人
」
に
就
て
（
同
右
）

河
井
酔
茗
明
治
詩
史
概
観
（
「
愛
調
」
第
９
巻
第
２
号
、
昭
９
．
２
）
〈
特
輯
明
治
詩
壇
の
再
吟
味
〉

井
上
康
文
北
村
透
谷
と
島
崎
藤
村
（
同
右
）

土
方
定
一
わ
が
国
浪
漫
主
義
文
学
の
展
望
（
「
明
治
文
学
研
究
」
第
１
巻
第
２
号
、
昭
９
．
２
）

神
崎
情
北
村
透
谷
著
作
年
表
に
つ
い
て
（
同
右
）

片
岡
良
一
明
治
文
学
史
総
説
（
「
明
治
文
学
研
究
」
第
１
巻
第
３
号
、
昭
９
．
３
）

神
崎
情
北
村
透
谷
遺
稿
解
説
（
「
明
治
文
学
研
究
」
第
１
巻
第
４
号
、
昭
９
．
４
）
〈
特
輯
北
村
透
谷
〉

桜
井
明
石
透
谷
子
を
追
懐
す
（
同
右
）
↓
『
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
有
精
堂
出
版
、
昭
卿
・
１

巌
本
善
治
満
洲
か
ら
の
通
信
（
同
右
）
↓
「
北
村
透
谷
」
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
有
精
堂
出
版
、
昭
卿
・
１

星
野
天
知
透
谷
君
の
思
ひ
出
（
同
右
）
↓
「
北
村
透
谷
』
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
有
精
堂
出
版
、
昭
卿
・
１

星
野
ま
ん
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
講
義
（
同
右
）

高
安
月
郊
北
村
透
谷
と
吾
浪
漫
時
代
（
同
右
）

斎
藤
清
衛
透
谷
型
（
同
右
）

新
井
徹
詩
人
と
し
て
の
北
村
透
谷
（
同
右
）

神
崎
情
島
崎
藤
村
と
語
る
（
同
右
）

岩
崎
萬
喜
夫
透
谷
と
藤
村
（
同
右
）

唐
木
順
三
透
谷
一
面
観
（
同
右
）
↓
「
近
代
日
本
文
学
の
展
開
」
黄
河
書
院
、
昭
Ｍ
・
６
。
「
唐
木
順
三
全
集
」
第
１
巻
、
筑
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高
須
芳
次
郎
明
治
の
美
文
と
紀
行
文
（
同
右
）

平
田
禿
木
「
文
学
界
」
の
回
顧
（
同
右
）
↓
『
禿
木
遣
響
文
学
界
前
後
」
四
方
木
書
房
、
昭
肥
・
９

木
村
毅
明
治
文
学
の
総
決
算
ｌ
そ
の
全
面
的
展
望
Ｉ
（
「
明
治
文
学
を
語
る
」
楽
浪
書
院
、
昭
９
．
５
）

斎
藤
昌
三
文
学
界
（
藤
村
作
編
「
日
本
文
学
大
辞
典
』
第
３
巻
、
新
潮
社
、
昭
９
．
６
）
昭
恥
・
４
に
増
補
改
訂
版

高
安
月
郊
北
村
透
谷
二
高
安
乃
里
」
書
物
展
望
社
、
昭
９
．
６
）

仲
賢
礼
評
論
史
に
お
け
る
透
谷
の
地
位
（
季
刊
「
明
治
文
学
」
第
３
輯
、
昭
９
．
６
）

星
野
天
知
「
文
学
界
」
雑
誌
顛
末
（
「
明
治
文
学
研
究
」
第
１
巻
第
６
号
、
昭
９
．
６
）

桜
井
明
石
透
谷
子
を
追
懐
す
（
承
前
）
（
同
右
）
↓
『
北
村
透
谷
』
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
〉
有
精
堂
出
版
、
昭
卿
・
１

山
室
静
北
村
透
谷
に
つ
い
て
の
断
想
ｌ
主
と
し
て
そ
の
女
性
観
恋
愛
観
か
ら
Ｉ
（
同
右
）

村
尾
二
郎
透
谷
の
政
治
意
識
（
同
右
）

座
間
太
郎
不
安
の
文
学
ｌ
透
谷
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
か
ら
Ｉ
（
同
右
）

福
田
正
夫
透
谷
碑
を
め
ぐ
り
て
（
同
右
）

斎
藤
昌
三
透
谷
の
碑
（
同
右
）

神
崎
情
北
村
透
谷
略
伝
（
同
右
）

土
方
定
一
明
治
の
文
芸
評
論
（
山
本
三
生
ほ
か
編
「
日
本
文
学
講
座
』
第
皿
巻
く
明
治
大
正
篇
〉
、
改
造
社
、
昭
９
．
４
）
↓

『
近
代
日
本
文
学
評
論
史
」
西
東
書
林
、
昭
Ⅱ
・
６
。
昭
路
・
９
に
昭
森
社
〈
思
潮
文
庫
３
〉
版
。
昭
鳴
・
皿
に
法
政
大
学
出

版
局
版

摩
書
房
、
昭
岨
・
６
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島
崎
藤
村
、
塩
田
良
平
記
明
治
文
学
の
発
足
点
（
同
右
）

遠
地
輝
武
北
村
透
谷
（
「
近
代
日
本
詩
の
史
的
展
望
」
耕
進
社
、
昭
９
．
９
）

川
路
柳
虹
明
治
詩
史
（
山
本
三
生
ほ
か
編
「
日
本
文
学
講
座
』
第
９
巻
く
新
詩
文
学
篇
〉
、
改
造
社
、
昭
９
．
Ⅲ
）

河
井
酔
茗
明
治
の
長
詩
鑑
賞
（
同
右
）

伊
藤
整
「
文
学
界
」
に
拠
れ
る
詩
人
（
同
右
）

小
牧
健
夫
透
谷
の
墓
（
「
文
芸
春
秋
」
第
皿
巻
第
岨
号
、
昭
９
．
Ｍ
）

金
山
正
「
自
然
」
に
対
す
る
三
者
Ｉ
透
谷
・
独
歩
・
武
者
小
路
Ｉ
（
「
日
本
文
学
」
第
４
巻
第
Ⅱ
号
、
昭
９
．
Ⅱ
）

神
崎
清
校
註
愛
の
書
簡
ｌ
石
坂
美
那
子
嬢
に
与
へ
た
る
Ｉ
（
「
文
芸
」
第
２
巻
第
Ⅱ
号
、
昭
９
．
Ⅱ
）
。
生
中
最
も
惨
憎
た

る
一
週
間
」
「
ミ
ナ
宛
書
簡
一
八
八
七
年
九
月
三
日
」
「
ミ
ナ
宛
書
簡
一
八
八
七
年
九
月
四
日
」
「
悲
苦
の
世
紀
」
「
ミ
ナ
宛
書
簡

一
八
八
七
年
十
二
月
十
四
日
」
「
ミ
ナ
宛
書
簡
一
八
八
八
年
一
月
二
十
一
日
」
「
嵯
世
に
愛
情
よ
り
」
を
収
録

吉
田
精
一
北
村
透
谷
の
意
味
ｌ
「
我
牢
獄
」
の
分
析
Ｉ
（
季
刊
「
明
治
文
学
」
第
４
輯
、
昭
９
．
Ⅱ
）
↓
「
近
代
日
本
浪
漫
主

義
研
究
」
東
京
武
蔵
野
書
院
、
昭
賜
・
７

宮
崎
湖
処
子
宮
崎
湖
処
子
日
記
抄
（
「
明
治
文
化
研
究
」
第
４
輯
、
昭
９
．
皿
）

〈
冊
〉
神
崎
清
透
谷
遺
稿
の
運
命
（
「
書
物
展
望
」
第
５
巻
第
１
号
、
昭
Ⅲ
・
１
）

永
井
一
孝
新
体
詩
の
新
調
二
明
治
文
学
史
』
敬
文
堂
書
店
、
昭
Ⅲ
・
１
）

坂
井
衡
平
透
谷
、
藤
村
と
文
学
界
（
「
現
代
国
文
学
講
話
」
文
松
堂
、
昭
Ⅲ
・
３
）

徳
富
蘇
峰
、
塩
田
良
平
記

〈
明
治
大
正
文
学
を
語
る
〉

明
治
文
学
余
韻
ｌ
蘇
峰
氏
と
の
一
問
一
答
録
Ｉ
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
Ⅱ
巻
第
８
号
、
昭
９
．
８
）
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比
屋
根
安
定
「
旧
約
聖
書
」
、
『
讃
美
歌
」
訳
輯
の
人
々
ｌ
附
、
基
督
教
文
壇
の
出
現
ｌ
／
明
治
時
代
の
基
督
教
文
学
ｌ
民
友
社
、

「
女
学
雑
誌
」
、
「
文
学
界
」
そ
の
他
Ｉ
（
「
日
本
近
世
基
督
教
人
物
史
」
基
督
教
思
想
叢
書
刊
行
会
、
昭
Ⅲ
・
岨
）

木
枝
増
一
内
的
生
命
観
に
よ
る
文
学
意
識
ｌ
道
遥
・
透
谷
・
樗
牛
・
泡
鳴
・
武
郎
に
現
れ
た
る
Ｉ
（
「
国
語
・
国
文
」
第
５
巻

第
皿
号
、
昭
Ⅲ
．
Ⅱ
）
↓
木
枝
増
一
・
横
田
俊
一
『
現
代
文
学
研
究
序
説
」
東
洋
図
書
、
昭
圃
・
７

〈
冊
〉
島
崎
藤
村
北
村
透
谷
（
吉
江
喬
松
編
「
世
界
文
芸
大
辞
典
』
第
２
巻
、
中
央
公
論
社
、
昭
Ⅱ
・
１
）
↓
「
藤
村
全
集
」
第
Ｂ
巻
、

伊
藤
信
吉
北
村
透
谷
と
の
交
友
／
文
学
的
交
友
の
焦
点
／
透
谷
と
そ
の
悲
劇
／
遺
産
の
継
承
／
『
春
」
の
透
谷
と
藤
村
（
『
島

崎
藤
村
の
文
学
」
第
一
書
房
、
昭
Ⅱ
・
２
）
昭
邪
・
８
に
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
〈
近
代
作
家
研
究
叢
書
５
〉
か
ら
復
刻
版

神
崎
情
熱
海
の
一
時
間
（
透
谷
と
道
遙
）
（
「
明
治
文
学
研
究
」
第
２
巻
第
４
号
、
昭
岨
・
４
）
〈
遁
遙
特
輯
号
〉

高
橋
恵
新
思
想
派
二
明
治
大
正
文
学
史
』
文
芸
展
望
社
、
昭
岨
・
４
）

原
田
芳
起
透
谷
の
文
学
論
と
想
世
界
の
人
生
的
意
義
弓
日
本
小
説
評
論
史
序
説
』
大
同
館
書
店
、
昭
岨
・
４
）

福
田
正
夫
詩
人
北
村
透
谷
を
憶
ふ
（
「
詩
人
時
代
」
第
５
巻
第
４
号
、
昭
皿
・
４
）

蛯
原
八
郎
文
学
雑
誌
書
目
解
題
（
山
本
三
生
ほ
か
編
『
日
本
文
学
講
座
」
第
Ⅳ
巻
〈
年
表
書
誌
篇
〉
、
改
造
社
、
昭
Ⅲ
・
５
）

「
文
学
界
」
の
解
題
を
含
む
。
↓
「
明
治
文
学
雑
記
」
学
而
書
院
、
昭
川
・
７

塩
田
良
平
近
代
文
学
概
観
／
女
学
雑
誌
と
巖
本
善
治
（
「
近
代
日
本
文
学
論
」
万
上
閣
、
昭
岨
・
５
）

増
田
五
良
雑
誌
「
文
学
界
」
の
こ
と
ど
も
（
「
書
物
展
望
」
第
５
巻
第
８
号
、
昭
岨
・
８
）

保
田
與
重
郎
他
界
の
観
念
（
「
作
品
」
第
６
巻
第
９
号
、
昭
岨
・
９
）
↓
『
保
田
與
重
郎
全
集
」
第
３
巻
、
講
談
社
、
昭
田
．

筑
摩
書
房
、
昭
岨
・
９

1
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〈
Ｗ
〉

手
塚
昇
北
村
透
谷
の
解
釈
二
三
ｌ
山
庵
雑
記
中
よ
り
Ｉ
（
「
国
語
解
釈
」
第
１
巻
第
１
号
、
昭
Ⅱ
・
２
）

石
川
巌
北
村
透
谷
逸
詩
の
発
見
（
「
書
物
展
望
」
第
６
巻
第
３
号
、
昭
Ⅱ
・
３
）
「
一
点
星
」
「
平
家
蟹
」
を
収
録

高
須
芳
次
郎
蓮
華
草
ｌ
北
村
透
谷
〈
救
情
篇
〉
／
自
己
を
顧
み
る
ｌ
北
村
透
谷
〈
日
記
篇
〉
（
高
須
芳
次
郎
編
「
日
本
名
文
鑑

賞
』
第
４
巻
く
明
治
前
期
〉
、
厚
生
閣
、
昭
Ⅱ
・
４
）
註
解
、
解
説
、
鑑
賞
よ
り
成
る
。
「
諸
家
経
歴
」
を
付
す
。
日
記
篇
は
明

治
二
十
六
年
八
月
三
十
日
、
九
月
四
日
分
。

相
馬
黒
光
斎
藤
秀
三
郎
氏
の
お
冬
さ
ん
／
所
謂
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
ヴ
／
お
冬
さ
ん
の
死
／
透
谷
と
お
冬
さ
ん
（
「
黙
移
」
女

性
時
代
社
、
昭
Ⅱ
．
６
．
ｍ
）
昭
路
・
６
に
東
和
社
版
。
昭
珊
．
Ⅱ
に
法
政
大
学
出
版
局
版
〔
ほ
か
〕

土
方
定
一
北
村
透
谷
と
勃
興
す
る
階
級
の
浪
漫
主
義
（
『
近
代
日
本
文
学
評
論
史
』
西
東
書
林
、
昭
Ⅲ
・
６
）

馬
場
孤
蝶
北
村
透
谷
君
二
明
治
文
壇
回
顧
」
協
和
書
院
、
昭
Ⅱ
・
７
．
別
）

久
松
潜
一
浪
漫
主
義
の
文
学
論
（
『
日
本
文
学
評
論
史
近
世
・
最
近
世
篇
』
至
文
堂
、
昭
Ⅱ
．
Ⅲ
）

池
田
寿
夫
北
村
透
谷
論
Ｈ
浪
漫
主
義
の
日
本
的
性
格
（
「
星
座
」
第
２
巻
第
Ｅ
号
、
昭
ｕ
・
皿
）

保
田
與
重
郎
透
谷
に
関
し
て
（
「
文
芸
懇
話
会
」
第
１
巻
第
ｕ
号
、
昭
ｎ
．
岨
）
↓
『
保
田
與
重
郎
全
集
』
第
４
巻
、
講
談
社
、

口
文
豪
北
村
透
谷
（
足
柄
下
郡
教
育
会
編
「
足
柄
下
郡
郷
士
読
本
」
足
柄
下
郡
教
育
会
、
昭
岨
・
３
）

河
井
酔
茗
北
村
透
谷
二
明
治
代
表
詩
人
』
第
一
書
房
、
昭
ｕ
・
４
）

土
方
定
一

馬
場
孤
蝶

久
松
潜
一

池
田
寿
夫

保
田
與
重
郎

昭
田
・
２

秋
庭
太
郎

保
田
與
重
郎

社
、
昭
例
昭
刷
・
３

劇
文
学
に
於
け
る
透
谷
と
古
白
二
明
治
の
演
劇
』
中
西
書
房
、
昭
皿
・
３
）

明
治
の
精
神
ｌ
御
階
の
桜
（
「
文
芸
」
第
５
巻
第
３
号
、
昭
ｕ
・
３
）
↓
「
保
田
與
重
郎
全
集
」
第
５
巻
、
講
談
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逸
見
猶
吉
北
村
透
谷
論
（
草
野
心
平
ほ
か
編
『
現
代
日
本
詩
人
論
』
西
東
書
林
、
昭
皿
・
５
）
↓
森
羅
一
編
『
逸
見
猶
吉
の
詩

と
エ
ッ
セ
イ
と
童
話
』
落
合
書
店
、
昭
舵
・
２

北
村
透
谷
〈
近
世
文
芸
名
家
伝
記
資
料
〉
（
「
文
芸
懇
話
会
」
第
２
巻
第
５
号
、
昭
岨
・
５
）

＊
南
条
蘆
夫
北
村
透
谷
論
（
「
日
本
詩
壇
」
第
５
巻
第
６
、
８
号
、
昭
皿
・
７
，
９
）

萩
原
朔
太
郎
透
谷
文
学
賞
の
設
立
に
つ
い
て
（
「
読
売
新
聞
」
昭
岨
・
９
．
別
夕
刊
）

本
間
久
雄
北
村
透
谷
（
『
明
治
文
学
史
」
下
巻
、
東
京
堂
、
昭
吃
・
川
）

＊
宮
沢
三
二
透
谷
の
文
学
精
神
（
「
信
濃
教
育
」
第
伽
、
㈹
号
、
昭
胆
・
岨
、
Ⅱ
）

笹
淵
友
一
北
村
透
谷
と
基
督
教
（
「
青
山
文
学
」
第
別
号
、
昭
ｕ
・
皿
）

正
宗
白
鳥
透
谷
賞
文
学
と
事
業
（
「
読
売
新
聞
」
昭
皿
・
胆
・
７
夕
刊
）
↓
「
予
が
一
日
一
題
』
人
文
書
院
、
昭
旧
・
皿
。
’１１３

『
正
宗
白
鳥
全
集
』
第
旧
巻
、
福
武
書
店
、
昭
帥
・
９

〈
棚
〉
＊
正
宗
白
鳥
文
壇
的
自
殺
伝
（
「
中
央
公
論
」
第
聞
年
第
２
～
７
号
、
昭
過
・
２
～
７
）
↓
『
文
壇
的
自
救
伝
」
中
央
公
論
社
、

塩
田
良
平

吉
田
精
一

昭
Ｅ
・
皿

山
本
正
秀

塩
田
良
平

田
中
宏
明

書
院
、
昭
賜 透

谷
・
藤
村
〈
名
詩
鑑
賞
〉
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第
３
巻
第
２
号
、
昭
昭
・
２
）

明
治
浪
漫
主
義
の
重
要
性
（
「
明
日
香
」
第
３
巻
第
３
号
、
昭
Ｂ
・
３
）

近
代
浪
漫
主
義
文
学
論
孜
ｌ
北
村
透
谷
の
歴
史
性
Ｉ
（
「
思
想
と
文
学
」
第
３
巻
第
３
冊
、
昭
旧
・
３
）

近
代
浪
漫
主
義
の
意
義
（
「
文
学
」
第
６
巻
第
５
号
、
昭
旧
・
５
）
↓
「
近
代
日
本
浪
漫
主
義
研
究
」
東
京
武
蔵
野

「
宿
魂
鏡
」
ｌ
北
村
透
谷
（
「
近
代
小
説
」
〈
日
本
文
学
大
系
第
Ⅱ
巻
〉
河
出
書
房
、
昭
旧
・
７
）
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〈
棚
〉

宇
野
浩
二
文
芸
三
昧
（
「
一
途
の
道
」
三
和
書
房
、
昭
咽
・
皿
）

岡
野
他
家
夫
明
治
文
学
研
究
の
方
法
／
明
治
文
学
研
究
参
考
文
献
〔
ほ
か
〕
（
「
明
治
文
学
研
究
誌
』
東
京
武
蔵
野
書
院
、
昭

塩
田
良
平
明
治
文
学
概
説
（
「
月
刊
文
章
」
昭
過
・
７
、
臨
時
号
〈
明
治
の
文
章
・
明
治
の
文
学
〉
）
↓
「
概
観
明
治
文
学
』
人

文
書
院
、
昭
Ｂ
・
岨
。
月
刊
文
章
編
輯
部
編
『
明
治
の
文
学
』
厚
生
閣
、
昭
咽
・
吃

陶
山
務
透
谷
・
緑
雨
・
樗
牛
・
梁
川
の
文
章
（
同
右
）
↓
月
刊
文
章
編
輯
部
編
『
明
治
の
文
学
』
厚
生
閣
、
昭
田
・
皿

戸
川
秋
骨
明
治
文
学
界
へ
の
考
察
（
同
右
）
↓
月
刊
文
章
編
輯
部
編
「
明
治
の
文
学
』
厚
生
閣
、
昭
田
・
皿

星
野
天
知
文
学
界
雑
誌
の
発
行
／
北
村
透
谷
君
の
奇
矯
／
「
文
学
界
」
編
輯
の
内
容
〔
ほ
か
〕
二
黙
歩
七
十
年
」
聖
文
閣
、
昭

神
崎
情
北
村
透
谷
と
石
坂
美
那
子
〈
日
本
近
代
恋
愛
史
３
〉
（
「
婦
人
公
論
」
第
別
巻
第
３
号
、
昭
Ｍ
・
３
）
↓
『
近
代
日
本

青
春
史
」
書
物
展
望
社
、
昭
陥
・
７
。
『
恋
愛
古
事
記
』
雄
鶏
社
、
昭
路
・
１

中
野
重
治
現
代
文
学
に
お
け
る
モ
ラ
ル
の
問
題
ｌ
狭
く
限
定
し
て
ｌ
〈
特
輯
道
徳
の
問
題
〉
（
「
思
想
」
第
畑
号
、
昭
Ｍ
・
４
）

↓
「
楽
し
き
雑
談
第
一
二
筑
摩
書
房
、
昭
別
・
２

池
田
斎
斐
他
界
の
死
西
行
的
人
間
に
つ
い
て
の
覚
え
害
（
「
文
芸
文
化
」
第
Ⅱ
号
、
昭
陞
・
５
）

Ｂ
・
岨
）

蒲
原
有
明

星
野
天
知
文
竺

圃
・
皿
・
岨
）

岡
野
他
家
夫
「
三

洋
堂
、
昭
Ⅳ
・
皿

原
有
明
創
始
期
の
詩
壇
（
「
随
筆
飛
雲
抄
」
書
物
展
望
社
、
昭
旧
・
胆
）
平
１
．
川
に
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
〈
近
代
作
家

研
究
叢
書
船
〉
か
ら
復
刻
版

野
他
家
夫
「
三
籟
」
と
「
や
ま
と
琴
」
（
「
日
本
古
書
通
信
」
第
朋
号
、
昭
Ⅲ
・
２
）
↓
「
書
物
か
ら
見
た
明
治
の
文
芸
』
東
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富
田
彬
北
村
透
谷
に
つ
い
て
（
「
学
苑
」
第
６
巻
第
Ⅲ
号
、
昭
Ⅲ
．
Ⅲ
）

増
田
五
良
『
明
治
廿
六
年
創
刊
「
文
学
界
」
記
伝
」
（
聖
文
閣
、
昭
Ｍ
・
皿
・
咽
）
昭
囎
・
４
に
国
書
刊
行
会
か
ら
復
刻
版

〈
Ⅷ
〉
佐
古
純
一
郎
北
村
透
谷
論
序
説
（
上
）
（
「
古
典
近
代
」
第
２
年
第
１
輯
、
昭
賜
・
１
）

＊
舟
橋
聖
一
歴
史
の
一
枚
（
北
村
透
谷
）
（
「
文
学
界
」
第
７
巻
第
１
号
～
第
８
巻
第
３
、
５
，
６
号
、
昭
旧
・
１
～
陥
・
３
，
５
，

６
）
〈
小
説
〉
↓
『
北
村
透
谷
」
中
央
公
論
社
、
昭
Ⅳ
・
１

土
方
定
一
近
代
日
本
文
学
と
世
界
観
（
「
古
典
研
究
」
第
５
巻
第
３
号
、
昭
賜
・
２
、
春
季
臨
時
増
刊
号
〈
国
文
学
に
於
け
る

伊
藤
信
吉
詩
人
論
日
本
近
代
詩
の
歴
史
に
就
い
て
（
「
文
学
界
」
第
７
巻
第
３
号
、
昭
賜
・
３
）

高
木
市
之
助
楚
囚
之
詩
ｌ
と
目
房
卑
尉
ｇ
９
ａ
ｏ
三
一
目
Ｉ
（
「
九
大
国
文
学
会
誌
」
昭
旧
・
３
）
↓
「
高
木
市
之
助
全
集
」

第
８
巻
、
講
談
社
、
昭
馳
・
１

比
屋
根
安
定
基
督
教
と
明
治
文
学
と
の
交
渉
（
「
日
本
基
督
教
史
」
第
５
巻
く
発
展
篇
〉
、
教
文
館
、
昭
旧
・
３
）

ｌ
北
村
透
谷
著
書
一
覧
〈
有
名
著
者
別
古
書
価
一
覧
筋
〉
（
「
日
本
古
書
通
信
」
第
伽
号
、
昭
賜
・
３
）
「
北
村
透
谷
略

伝
」
「
透
谷
研
究
参
考
文
献
」
を
付
す

中
河
與
一
透
谷
文
学
賞
と
日
本
文
化
協
会
賞
〈
最
近
の
文
化
、
芸
術
賞
〉
（
「
セ
ル
パ
ン
」
第
岨
巻
第
４
号
、
昭
旧
・
４
）

吉
田
精
一
罹

大
内
田
実
皿

唐
木
順
三
ｍ

筑
摩
書
房
、

世
界
観
〉
）

伊
藤
信
吉

高
木
市
之
助

第
８
巻
、

近
代
日
本
浪
曼
主
義
（
「
む
ら
さ
き
」
第
６
巻
第
５
号
、

北
村
透
谷
と
島
崎
藤
村
（
同
右
）

明
治
文
学
と
不
安
の
精
神
（
「
近
代
日
本
文
学
の
展
開
』

昭
岨
・
６

昭
Ｍ
・
５
）

黄
河
書
院
、
昭
Ｍ
・
６
）
↓
「
唐
木
順
三
全
集
」
第
１
巻
、
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本
間
久
雄
透
谷
の
浪
漫
主
義
（
「
明
治
の
文
学
」
〈
ラ
ジ
オ
新
書
剥
〉
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
賜
・
皿
）

〈
Ⅷ
〉
片
岡
良
一
明
治
浪
漫
主
義
の
特
殊
性
（
「
文
学
」
第
９
巻
第
１
号
、
昭
陥
．
ｌ
）

日
夏
歌
之
介
本
邦
に
於
け
る
バ
イ
ロ
ン
熱
（
『
戟
近
三
代
文
学
品
題
」
実
業
之
日
本
社
、
昭
陥
・
１
）

吉
田
精
一
初
期
浪
漫
主
義
の
運
動
（
「
明
治
大
正
文
学
史
」
修
文
館
、
昭
陥
・
３
）

片
岡
良
一
明
治
文
学
史
概
説
／
近
代
日
本
文
学
の
悲
劇
性
（
「
近
代
日
本
文
学
の
展
望
」
中
央
公
論
社
、
昭
陥
・
５
）
↓
「
片

岡
良
一
著
作
集
」
第
３
巻
、
中
央
公
論
社
、
昭
別
・
６

井
上
康
文
先
駆
者
透
谷
碑
（
「
山
の
随
筆
」
三
杏
書
院
、
昭
陥
・
８
）

〈
咽
〉
安
積
卯
一
郎
透
谷
へ
の
私
見
（
「
水
甕
」
第
朗
巻
第
２
号
、
昭
Ⅳ
・
２
）

稲
垣
達
郎
北
村
透
谷
’
二
三
の
ノ
ー
ト
ー
（
「
月
刊
文
章
」
第
８
巻
第
４
号
、
昭
Ⅳ
・
４
）
↓
「
稲
垣
達
郎
学
芸
文
集
」
２
、

稲
垣
達
郎
《

筑
摩
書
房
、

榊
原
美
文
透
谷
の
「

水
書
房
、
昭
剖
・
６

吉
田
精
一

吉
田
精
一

関
良
一

小
田
切
秀
雄
北
村
透
谷
と
政
治
ｌ
そ
の
一
資
料
と
し
て
Ｉ
（
「
文
濠
」
第
２
号
（
第
２
巻
第
１
号
）
、
昭
Ⅳ
・
７
）
↓
『
人
間
と

文
学
』
河
出
書
房
、
昭
別
・
８
。
「
北
村
透
谷
論
」
八
木
書
店
、
昭
妬
・
４

４
刈
宝
●
、
）
（
）

明
治
の
浪
漫
主
義
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第
５
巻
第
６
号
、
昭
旧
・
６
）

初
期
浪
漫
派
（
「
近
代
日
本
浪
漫
主
義
研
究
」
東
京
武
蔵
野
書
院
、
昭
賜
・
７
）
昭
旧
・
３
に
東
京
修
文
館
版

透
谷
と
風
雅
（
「
寒
雷
」
第
師
号
、
昭
賜
．
Ⅱ
）
↓
「
考
証
と
試
論
二
葉
亭
・
透
谷
」
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
平

昭
師
・
４ 「

蓬
莱
曲
」
に
つ
い
て
（
「
国
文
学
研
究
」
第
晦
輯
、
昭
旧
・
吃
）
↓
『
近
代
日
本
文
学
の
研
究
」
御
茶
の
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佐
山
済
近
代
と
古
典
ｌ
透
谷
を
め
ぐ
り
て
Ｉ
（
「
静
思
」
昭
Ⅳ
。
Ⅲ
）

矢
崎
弾
北
村
透
谷
の
恋
愛
観
二
三
代
の
女
性
』
若
い
人
社
、
昭
Ⅳ
．
Ⅶ
）
目
次
の
タ
イ
ト
ル
に
よ
る

杉
山
平
助
文
学
界
の
運
動
（
「
文
芸
五
十
年
史
」
鱒
書
房
、
昭
Ⅳ
．
Ⅱ
）

馬
場
孤
蝶
北
村
透
谷
君
／
眉
山
・
緑
雨
・
透
谷
／
「
文
学
界
」
の
こ
と
（
「
明
治
文
壇
の
人
皇
三
田
文
学
出
版
部
、
昭
Ⅳ
．

Ⅱ
．
Ⅲ
）
昭
路
・
６
に
東
西
出
版
社
版

本
間
久
雄
透
谷
と
永
遠
の
女
性
含
冬
扇
夏
艫
」
青
梧
堂
、
昭
Ⅳ
．
Ⅱ
）

増
田
五
良
一
葉
と
「
文
学
界
」
の
人
々
（
「
馬
薊
亭
雑
記
」
五
典
書
院
、
昭
Ⅳ
．
Ⅱ
）

小
田
切
秀
雄
文
学
確
立
の
礎
石
ｌ
北
村
透
谷
の
意
味
Ｉ
（
「
法
政
大
学
新
聞
」
昭
Ⅳ
．
Ⅱ
．
ｍ
）
↓
『
人
間
と
文
学
』
河
出
書

房
、
昭
別
・
８
。
「
北
村
透
谷
論
」
八
木
書
店
、
昭
妬
・
４

舟
橋
聖
一
北
村
透
谷
二
文
学
と
青
年
」
潮
文
閣
、
昭
Ⅳ
．
Ｅ
）

〈
咄
〉
小
島
烏
水
阿
佐
谷
文
章
（
第
二
槁
）
（
「
女
性
時
代
」
第
陞
年
第
２
号
、
昭
肥
・
２
）
「
北
村
透
谷
未
亡
人
」
を
含
む
。
↓
「
小

島
烏
水
全
集
』
第
Ⅲ
巻
、
大
修
館
書
店
、
昭
舵
・
９

山
岸
外
史
北
村
透
谷
論
（
佐
藤
春
夫
・
宇
野
浩
二
編
「
明
治
文
学
作
家
論
」
〈
近
代
日
本
文
学
研
究
〉
上
巻
、
小
学
館
、
昭

太
田
三
郎
北
村
透
谷
（
「
文
化
」
第
Ⅲ
巻
第
５
号
、
昭
肥
・
５
）

塩
田
良
平
透
谷
、
眉
山
、
鏡
花
（
「
明
治
の
作
家
と
作
品
」
人
文
書
院
、
昭
肥
・
７
）
昭
朋
・
２
に
京
都
印
書
館
版

矢
崎
弾
高
山
樗
牛
と
自
我
愛
の
拡
充
（
「
近
代
的
自
我
の
日
本
的
形
成
」
〈
現
代
日
本
文
学
研
究
Ｈ
〉
鎌
倉
書
房
、
昭
略
・
７
）

吉
武
好
孝
「
文
学
界
」
を
中
心
と
す
る
人
々
及
び
其
他
の
翻
訳
家
（
「
翻
訳
文
学
発
達
史
」
〈
語
学
文
庫
〉
三
省
堂
、
昭
肥
・
７
）
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伊
藤
信
吉
創
造
と
成
熟
（
『
近
代
文
学
の
精
神
」
有
光
社
、
昭
肥
・
９
）

榊
原
美
文
文
学
界
派
評
論
瞥
見
（
「
静
思
」
昭
旧
・
９
）

平
田
禿
木
「
禿
木
遣
響
文
学
界
前
後
」
（
四
方
木
書
房
、
昭
肥
・
９
．
肥
）
昭
開
・
４
に
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
〈
明
治
大
正

文
学
回
想
集
成
ｕ
〉
か
ら
復
刻
版

榊
原
美
文
「
文
学
界
」
派
浪
曼
主
義
評
論
の
展
望
ｌ
特
に
伝
統
的
及
び
西
欧
的
要
素
に
つ
い
て
Ｉ
（
「
国
文
学
研
究
」
第
肥
輯
、

昭
侶
・
岨
）
↓
「
近
代
日
本
文
学
の
研
究
」
御
茶
の
水
書
房
、
昭
別
・
６

〈
咽
〉
関
良
一
藤
村
の
劇
詩
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
別
巻
第
１
号
、
昭
旧
・
１
）

太
田
三
郎
北
村
透
谷
（
二
）
ｌ
透
谷
と
演
劇
改
良
運
動
Ｉ
（
「
文
化
」
第
Ⅱ
巻
第
３
号
、
昭
旧
・
３
）

神
保
光
太
郎
北
村
透
谷
（
「
詩
研
究
」
第
１
巻
第
２
号
、
昭
旧
・
７
）

水
野
葉
舟
藤
村
覚
書
（
「
明
治
文
学
の
潮
流
」
紀
元
社
、
昭
岨
・
９
）

杉
森
久
英
日
本
人
北
村
透
谷
（
日
本
文
学
報
国
会
編
「
国
文
学
叢
話
』
青
磁
社
、
昭
岨
・
皿
）

付
記

主
な
先
行
参
考
文
献
目
録
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

・
神
崎
情
北
村
透
谷
著
作
年
表
附
、
研
究
文
献
（
「
明
治
文
学
研
究
」
創
刊
号
、
昭
９
．
１
）

・
山
田
博
光
〔
ほ
か
〕
北
村
透
谷
研
究
文
献
目
録
（
「
文
学
」
第
別
巻
第
２
号
、
昭
訓
・
２
）

・
師
丼
キ
ヌ
エ
北
村
透
谷
資
料
年
表
二
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
２
巻
、
光
葉
会
、
昭
証
・
４
）
昭
“
・
３
に
増
訂
版

・
関
良
一
北
村
透
谷
研
究
文
献
書
誌
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
第
別
号
、
昭
銘
・
６
）
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北村透谷参考文献目録（鈴木）

・
平
岡
敏
夫
透
谷
研
究
主
要
文
献
目
録
（
「
北
村
透
谷
研
究
』
有
精
堂
出
版
、
昭
蛇
・
６
）

・
小
田
切
秀
雄
参
考
文
献
（
「
北
村
透
谷
集
』
〈
明
治
文
学
全
集
釣
〉
筑
摩
書
房
、
昭
別
・
蛆
）

本
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
以
上
の
ほ
か
「
国
語
国
文
学
年
鑑
」
（
靖
文
社
）
、
『
国
語
・
国
文
学
編
」
〈
近
代
雑
誌
目
次
文
庫
〉

（
ゆ
ま
に
書
房
）
な
ど
の
二
次
資
料
を
参
考
に
し
た
。
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